
第
一
次
・
第
二
次
世
界
大
戦
期
の
カ
ナ
ダ
に
お
け
る
徴
兵
制
論
争

一
「
移
動
」
と
し
て
の
総
力
戦
と
文
化
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー

津

田

博

司
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門
要
約
】
　
本
稿
は
、
第
～
次
・
第
二
次
世
界
大
戦
期
の
カ
ナ
ダ
に
お
け
る
徴
兵
制
論
争
を
題
材
と
し
て
、
後
年
の
カ
ナ
ダ
が
多
文
化
主
義
の
導
入
に
至
る

起
源
の
一
つ
を
考
察
す
る
。
二
つ
の
世
界
大
戦
に
お
い
て
数
多
く
の
人
員
を
動
員
し
た
カ
ナ
ダ
で
は
、
「
帝
国
の
総
力
戦
」
を
遂
行
す
る
た
め
の
方
策
を

め
ぐ
っ
て
、
イ
ギ
リ
ス
帝
国
と
の
連
帯
感
を
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
核
と
す
る
イ
ギ
リ
ス
系
と
、
帝
国
で
は
な
く
カ
ナ
ダ
そ
の
も
の
に
対
す
る
帰
属
意
識

を
重
視
す
る
フ
ラ
ン
ス
系
と
の
間
で
、
深
刻
な
軋
礫
が
生
じ
た
。
徴
兵
制
の
導
入
が
焦
点
と
な
っ
た
一
九
一
七
年
一
二
月
総
選
挙
と
一
九
四
二
年
徴
兵
制

国
民
投
票
で
は
、
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
で
あ
る
フ
ラ
ン
ス
系
の
声
が
数
の
圧
力
の
前
に
敗
北
し
、
徴
兵
制
反
対
派
が
圧
倒
的
多
数
を
占
め
る
ケ
ベ
ッ
ク
と
そ
の

他
の
地
域
と
の
社
会
的
分
断
が
、
決
定
的
と
な
っ
た
。
こ
う
し
た
文
化
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
に
対
す
る
抑
圧
の
経
験
は
、
逆
説
的
な
か
た
ち
で
、
フ
ラ
ン
ス

系
知
識
人
に
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
と
の
対
話
の
重
要
性
を
認
識
さ
せ
、
後
年
の
多
文
化
主
義
の
背
景
を
な
す
こ
と
に
な
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
林
　
九
七
巻
一
号
　
二
〇
［
四
年
㎜
月

は
じ
め
に

問
題
の
所
在

カ
ナ
ダ
は
、
一
九
六
〇
年
代
に
「
多
文
化
主
義
（
目
P
9
一
け
一
〇
虹
一
け
口
H
餌
嵩
ω
麟
P
）
」
と
い
う
概
念
を
生
み
出
し
、
世
界
に
先
が
け
て
国
策
化
し
た
国
家
と

し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
当
時
の
カ
ナ
ダ
で
は
、
ケ
ベ
ッ
ク
分
離
主
義
の
台
頭
を
受
け
て
、
イ
ギ
リ
ス
系
を
中
心
と
す
る
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
と
フ
ラ

（109）

ン
ス
系
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
と
の
融
和
が
課
題
と
な
っ
て
い
た
。
一
九
六
三
年
に
は
、
二
言
語
政
策
な
ど
の
新
た
な
文
化
政
策
の
提
子
を
目
指
し
て
、
鵬’



表1　1960年代までのカナダの人口動態

1871 1911 1941 1961

人口（万入） 比率 人口（万人） 比率 人口（万人） 比率 入口（万人） 比率

イギリス系 211．1 60．6％ 399．9 55．5％ 571．6 49．7％ 799．7 43，896

イングランド系 70．6 20．3％ 187．1 26．0％ 296．8 25．8％ 419．6 23．0％

アイルランド系 84．6 24，396 107．5 14．9％ 126．8 11，096 175．3 9．6％

スコットランド系 55．0 15．8％ 102．7 14．3％ 140．4 12．2％ 190．2 10，496

その他 0．8 0．2％ 2．6 0．4％ 7．6 0．7％ 14．6 0．8％

フランス系 108．3 31．1％ 206．2 28．6％ 348．3 30．3％ 554．0 30．4％

非イギリス・フランス系 29．2 8．4％ 114．6 15．9％ 230．8 20，096 470．1 25．8％

合　　　計 348．6 100％ 720．7 10096 1，150．7 100％ 1，823．8 10096

典拠　Historical　Statist量cs　of　Canada，　Statistics　Canada

　　　　　＜http：／／www5．statcan．gc．ca／bsolc／olc－cel／olc・cel？catno・　11－516－X198300111298＞より算出。

二
言
語
二
一
文
化
主
義
に
関
す
る
王
立
委
員
会
（
園
。
冠
○
。
臼
巨
ω
ω
δ
ロ
露
窪
一
理
磐
毘
の
ヨ
磐
α

u
σ
一
。
五
霞
巴
ω
B
）
が
発
足
し
た
。
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
な
の
は
、
多
文
化
主
義
の
思
想
が
、
文
化

的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
保
護
と
い
う
目
的
を
二
文
化
主
義
と
共
有
し
つ
つ
も
、
同
時
に
そ
の
枠
組
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

に
対
す
る
対
抗
概
念
と
し
て
成
立
し
た
点
で
あ
る
。

　
例
え
ば
、
政
治
の
舞
台
で
「
多
文
化
主
義
」
と
い
う
用
語
を
初
め
て
用
い
た
ウ
ク
ラ
イ
ナ
系
上

院
議
員
ポ
ー
ル
・
ユ
ジ
ク
は
、
当
時
の
カ
ナ
ダ
の
人
口
動
態
に
基
づ
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て

い
る
。
「
こ
う
し
た
統
計
や
情
報
［
非
イ
ギ
リ
ス
・
フ
ラ
ン
ス
系
の
「
第
三
の
カ
ナ
ダ
人
」
の
増

加
傾
向
］
に
照
ら
せ
ば
、
二
言
語
二
文
化
主
義
に
関
す
る
王
立
委
員
会
に
対
し
て
、
私
が
批
判
的

で
あ
る
理
由
が
容
易
に
わ
か
る
だ
ろ
う
…
…
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
や
エ
ス
キ
モ
ー
は
有
史
以
来
、
我
々

と
と
も
に
い
た
。
イ
ギ
リ
ス
系
は
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
、
ウ

ェ
ー
ル
ズ
と
い
う
多
文
化
の
集
団
で
あ
る
。
現
在
人
口
の
約
三
分
の
一
を
占
め
る
そ
の
他
の
民
族

集
団
を
加
え
て
、
カ
ナ
ダ
は
す
で
に
実
態
と
し
て
多
文
化
で
あ
る
」
。
ユ
ジ
ク
に
よ
れ
ば
、
カ
ナ

ダ
は
そ
も
そ
も
「
多
文
化
」
社
会
で
あ
っ
て
、
「
二
文
化
」
主
義
に
は
、
同
化
主
義
的
な
傾
向
が

ひ
そ
ん
で
い
る
。
「
も
し
二
文
化
主
義
が
そ
の
論
理
的
な
帰
結
（
事
実
上
の
二
つ
の
民
族
の
共
存
）
に

導
か
れ
れ
ば
、
全
て
の
カ
ナ
ダ
人
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
系
か
フ
ラ
ン
ス
系
に
な
る
こ
と
を
強
い
ら
れ

る
だ
ろ
う
。
そ
れ
は
不
可
能
で
あ
り
、
私
の
考
え
で
は
、
カ
ナ
ダ
国
民
が
望
む
目
標
で
は
な
い

…
…
カ
ナ
ダ
国
民
が
望
ん
で
い
る
の
は
、
あ
ら
ゆ
る
民
族
を
含
め
て
団
結
を
強
調
す
る
、
何
も
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

も
を
包
み
込
む
カ
ナ
ダ
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
で
あ
る
」
。
ユ
ジ
ク
は
、
「
イ
ギ
リ
ス
系
」
と
い
う

概
念
が
し
ば
し
ば
、
そ
の
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
内
の
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
で
あ
る
「
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
系
」
と
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同
義
に
用
い
ら
れ
、
結
果
的
に
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
系
以
外
の
イ
ギ
リ
ス
系
の
存
在
（
す
な
わ
ち
、
イ
ギ
リ
ス
系
の
な
か
の
「
碑
文
化
性
」
）
が
周
縁
化

さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
に
疑
問
を
呈
し
て
い
る
。
こ
こ
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
の
は
、
そ
う
し
た
イ
ギ
リ
ス
系
と
フ
ラ
ン
ス
系
と
の
対
置
を
所
与
の

前
提
と
す
る
二
文
化
主
義
の
思
想
が
、
多
様
な
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
に
属
す
る
カ
ナ
ダ
人
（
と
り
わ
け
、
ユ
ジ
ク
自
身
の
よ
う
な
「
第
三
の
カ
ナ
ダ
入
」
）

に
対
し
て
、
む
し
ろ
二
つ
の
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
集
団
へ
の
「
同
化
」
の
圧
力
を
生
み
出
す
危
険
性
で
あ
っ
た
。
カ
ナ
ダ
に
お
け
る
多
文
化
主
義
は
、

こ
の
二
文
化
主
義
の
限
界
を
乗
り
こ
え
る
た
め
の
方
策
と
し
て
、
発
展
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

　
当
時
「
第
三
の
カ
ナ
ダ
人
」
の
中
心
を
占
め
た
の
は
、
一
九
世
紀
後
半
に
西
部
開
拓
の
た
め
の
労
働
力
と
し
て
、
東
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
カ
ナ

ダ
に
移
民
し
た
人
々
の
子
孫
で
あ
っ
た
。
「
移
動
」
と
い
う
観
点
か
ら
カ
ナ
ダ
の
多
文
化
主
義
を
と
ら
え
れ
ば
、
そ
の
成
立
を
も
た
ら
し
た
の

は
、
一
六
世
紀
の
フ
ラ
ン
ス
・
イ
ギ
リ
ス
に
よ
る
入
植
を
発
端
と
す
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
の
移
民
、
す
な
わ
ち
長
期
的
な
人
口
移
動
で
あ
っ
た

と
い
え
る
。
ユ
ジ
ク
が
提
唱
し
た
多
文
化
主
義
の
思
想
は
、
そ
の
後
の
ア
ジ
ア
系
移
民
な
ど
を
含
め
た
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
の
多
様
化
と
と
も
に
、

現
在
の
カ
ナ
ダ
の
国
民
統
合
を
支
え
る
原
理
と
な
っ
て
い
る
。
た
だ
し
一
方
で
は
、
ユ
ジ
ク
に
よ
る
二
文
化
主
義
へ
の
批
判
が
示
す
よ
う
に
、

多
様
な
文
化
的
背
景
を
も
つ
人
々
の
平
等
な
共
生
を
目
指
す
思
想
が
カ
ナ
ダ
に
根
づ
い
た
の
は
、
歴
史
的
に
ご
く
近
年
の
現
象
で
あ
っ
て
、
移

民
社
会
と
し
て
の
性
格
を
根
拠
と
し
て
、
カ
ナ
ダ
史
上
の
「
多
文
化
主
義
的
」
要
素
を
、
過
度
に
強
調
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

人
に
よ
る
入
植
以
降
の
カ
ナ
ダ
を
長
ら
く
規
定
し
て
き
た
の
は
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ニ
ア
ル
な
文
化
的
多
元
主
義
で
は
な
く
、
イ
ギ
リ
ス
・
フ
ラ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

ス
系
と
い
う
「
二
つ
の
建
国
民
族
」
が
人
口
の
多
数
を
占
め
る
、
イ
ギ
リ
ス
帝
国
の
植
民
地
と
し
て
の
歴
史
だ
か
ら
で
あ
る
。

　
本
稿
で
は
、
こ
う
し
た
問
題
意
識
を
前
提
と
し
て
、
第
一
次
・
第
二
次
世
界
大
戦
期
の
カ
ナ
ダ
に
お
け
る
徴
兵
制
論
争
を
取
り
上
げ
る
。
後

述
す
る
よ
う
に
、
戦
時
下
の
カ
ナ
ダ
で
は
、
徴
兵
制
の
導
入
を
め
ぐ
っ
て
、
早
期
の
実
施
を
求
め
る
イ
ギ
リ
ス
系
と
導
入
に
反
対
す
る
フ
ラ
ン

ス
系
と
の
問
で
、
深
刻
な
対
立
が
巻
き
起
こ
っ
た
。
カ
ナ
ダ
は
イ
ギ
リ
ス
帝
国
の
一
員
と
し
て
、
第
一
次
世
界
大
戦
で
約
六
三
万
人
（
う
ち
戦

死
者
約
六
万
入
、
一
九
　
四
年
時
点
の
人
口
は
約
八
○
○
万
人
）
、
第
二
次
世
界
大
戦
で
約
七
二
万
人
（
う
ち
戦
死
者
約
四
万
人
、
～
九
三
九
年
時
点
の
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

口
は
約
一
一
五
〇
万
人
）
の
兵
力
を
動
員
し
た
。
こ
う
し
た
総
力
戦
の
た
め
の
戦
時
動
員
は
、
そ
の
期
間
お
よ
び
規
模
の
面
で
き
わ
め
て
集
中
し
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た
人
口
の
「
移
動
」
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
本
稿
で
の
焦
点
は
、
数
世
紀
に
わ
た
る
長
期
的
な
人
口
移
動
の
結
果
、
国
内
に
複
数
の
エ
ス

ニ
シ
テ
ィ
を
内
包
し
た
カ
ナ
ダ
に
お
い
て
、
「
帝
国
の
総
力
戦
」
に
よ
る
国
民
の
強
制
的
移
動
が
ど
の
よ
う
な
軋
礫
を
生
じ
さ
せ
、
さ
ら
に
そ

の
経
験
が
、
ど
の
よ
う
な
歴
史
的
遺
産
を
も
た
ら
し
た
の
か
、
と
い
う
問
い
で
あ
る
。
別
の
言
い
方
を
す
れ
ば
、
現
在
の
多
文
化
主
義
が
目
指

す
、
文
化
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
保
護
と
い
う
問
題
が
、
（
多
文
化
主
義
に
先
行
す
る
二
文
化
主
義
さ
え
未
だ
確
立
し
て
い
な
い
）
イ
ギ
リ
ス
帝
国
主
義

に
よ
る
「
同
化
」
の
絶
頂
期
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
な
構
図
の
議
論
を
た
ど
っ
た
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
、
本
稿
の
目
的
で
あ
る
。

　
二
つ
の
世
界
大
戦
に
お
け
る
徴
兵
制
論
争
は
、
そ
の
社
会
的
影
響
の
大
き
さ
か
ら
、
大
戦
問
期
に
出
版
さ
れ
た
ア
ー
ム
ス
ト
ロ
ン
グ
に
よ
る

古
典
的
研
究
を
始
め
と
し
て
、
グ
ラ
ナ
ツ
テ
ィ
ン
と
ヒ
ッ
ツ
マ
ン
に
よ
る
一
八
世
紀
か
ら
冷
戦
期
ま
で
の
通
史
な
ど
、
歴
史
研
究
の
伝
統
的
な

　
　
　
　
　
　
　
⑤

主
題
と
さ
れ
て
き
た
。
こ
れ
ら
の
研
究
蓄
積
に
よ
っ
て
、
徴
兵
制
論
争
を
め
ぐ
る
事
実
関
係
そ
の
も
の
は
解
明
が
進
ん
で
い
る
も
の
の
、
主
な

研
究
の
出
版
年
代
が
多
文
化
主
義
の
国
策
化
以
前
で
あ
る
と
い
う
事
情
も
あ
り
、
二
〇
世
紀
末
に
進
展
し
て
い
く
多
文
化
主
義
と
の
連
関
を
視

野
に
入
れ
た
上
で
、
徴
兵
制
を
と
ら
え
た
先
行
研
究
は
み
ら
れ
な
い
。
こ
れ
ま
で
の
先
行
研
究
は
、
徴
兵
制
論
争
を
イ
ギ
リ
ス
・
フ
ラ
ン
ス
系

の
数
世
紀
に
わ
た
る
確
執
の
一
つ
と
し
て
位
置
づ
け
、
主
に
政
治
・
軍
事
史
的
な
観
点
か
ら
、
関
連
す
る
事
件
の
経
過
を
述
べ
る
に
と
ど
ま
っ

て
き
た
。
し
か
し
、
本
稿
が
明
ら
か
に
す
る
よ
う
に
、
徴
兵
制
を
め
ぐ
る
挫
折
の
記
憶
は
、
当
時
の
フ
ラ
ン
ス
系
知
識
人
が
新
た
な
文
化
政
策

を
志
向
す
る
転
機
と
な
っ
て
お
り
、
徴
兵
制
論
争
の
歴
史
的
意
義
を
的
確
に
把
握
す
る
た
め
に
は
、
そ
う
し
た
後
年
へ
の
影
響
を
念
頭
に
置
い

た
上
で
、
現
在
の
視
点
か
ら
遡
及
的
な
分
析
を
行
う
手
法
が
必
要
と
な
る
。
例
え
ば
、
一
九
四
二
年
に
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
大
学
の
学
生
と
し
て

反
徴
兵
制
運
動
に
参
加
し
た
ピ
エ
ー
ル
・
ト
ル
ド
ー
は
、
運
動
の
目
的
を
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
に
よ
る
「
革
命
」
と
表
現
す
る
演
説
を
残
し
て
お
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

多
様
な
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
や
思
想
の
共
存
を
志
向
す
る
、
の
ち
の
首
相
と
し
て
の
行
動
原
理
の
萌
芽
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
結
論
を
先
取
り

す
れ
ば
、
帝
国
主
義
時
代
の
カ
ナ
ダ
で
は
、
徴
兵
制
と
い
う
軍
事
上
の
方
策
を
め
ぐ
る
対
立
が
、
ケ
ベ
ッ
ク
と
そ
の
他
の
州
と
い
う
地
域
間
の

対
立
、
そ
こ
か
ら
必
然
的
に
フ
ラ
ン
ス
系
と
イ
ギ
リ
ス
系
と
い
う
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
問
の
対
立
と
し
て
、
読
み
替
え
ら
れ
る
構
造
が
あ
っ
た
。
そ

こ
で
は
、
現
在
の
カ
ナ
ダ
と
は
対
照
的
に
、
文
化
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
声
が
「
民
主
主
義
的
」
な
多
数
決
の
前
に
、
圧
殺
さ
れ
ざ
る
を
え
な
か
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つ
た
。
こ
う
し
た
負
の
記
憶
は
、
一
方
で
ケ
ベ
ッ
ク
分
離
主
義
（
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
の
横
暴
か
ら
の
離
脱
）
、
他
方
で
は
二
文
化
主
義
お
よ
び
多
文
化

主
義
（
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
と
の
積
極
的
な
対
話
・
交
渉
）
の
思
想
的
背
景
を
な
す
こ
と
に
な
る
。

第一次・第二次世界大戦期のカナダにおける徴兵制論争（津田）

①
二
言
語
・
二
文
化
主
義
に
関
す
る
王
立
委
員
会
は
、
一
九
六
三
年
七
月
に
首
相

　
レ
ス
タ
ー
・
ピ
ア
ソ
ン
の
主
導
で
設
立
さ
れ
、
次
期
首
相
ピ
エ
ー
ル
・
ト
ル
ド
ー

　
を
含
め
た
当
時
の
自
由
党
政
権
の
下
で
、
言
語
・
文
化
に
関
す
る
政
策
提
言
を
行

　
つ
た
。
委
員
会
で
は
、
カ
ー
ル
ト
ン
大
学
学
長
ダ
ヴ
イ
ッ
ド
ソ
ン
・
ダ
ン
ト
ン
と

　
本
稿
で
後
述
す
る
代
表
的
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
、
ア
ン
ド
レ
・
ロ
ー
ラ
ン
ド
ー
が
そ

　
れ
ぞ
れ
英
語
・
フ
ラ
ン
ス
語
話
者
の
代
表
と
し
て
、
共
同
代
表
を
務
め
た
。
二
言

　
語
政
策
の
推
進
を
旨
指
す
委
員
会
の
提
言
は
、
一
九
六
九
年
の
公
用
語
法

　
（
○
曲
O
陶
騨
一
　
一
じ
凶
コ
o
q
⊆
四
ぴ
q
O
ω
　
＞
O
け
）
の
成
立
に
結
実
す
る
こ
と
に
な
る
。
非
フ
ラ
ン

　
ス
系
を
含
め
た
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
保
護
を
唱
え
る
ト
ル
ド
ー
は
、
二
文
化
主
義
の

　
枠
組
み
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
、
～
九
七
　
年
｝
O
月
入
日
に
は
、
二
言
語
政
策
に

　
基
づ
く
多
文
化
主
義
を
国
策
と
す
る
方
針
を
表
明
し
た
。
多
文
化
主
義
政
策
は
そ

　
の
後
、
ト
ル
ド
ー
政
権
下
の
～
九
八
二
年
憲
法
に
明
記
さ
れ
、
～
九
八
八
年
に
ブ

　
ラ
イ
ア
ン
・
マ
ル
ル
ー
ニ
ー
政
権
下
で
導
入
さ
れ
た
多
文
化
主
義
法

　
（
O
磐
P
α
一
磐
　
ζ
⊆
一
け
一
〇
鳳
一
口
口
N
O
寓
ω
門
P
　
＞
O
け
）
に
よ
っ
て
、
公
式
に
確
立
し
た
。

②
℃
憂
事
馨
Φ
三
p
蔓
O
魯
讐
Φ
ω
。
o
。
の
爵
け
ρ
ω
竃
巽
9
6
①
心
も
．
鯉
．

③
現
在
の
カ
ナ
ダ
史
研
究
に
お
い
て
は
、
伝
統
的
な
イ
ギ
リ
ス
帝
国
史
お
よ
び
マ

　
ジ
ョ
リ
テ
ィ
史
観
に
対
す
る
反
省
か
ら
、
北
米
と
い
う
地
域
的
枠
組
み
で
ア
メ
リ

　
カ
合
衆
国
と
の
関
係
を
重
視
す
る
国
際
関
係
論
や
、
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
や
ジ
ェ
ン

　
ダ
ー
と
い
っ
た
側
面
か
ら
様
々
な
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
を
対
象
と
す
る
研
究
が
主
流
と

　
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
脱
帝
国
史
的
研
究
は
カ
ナ
ダ
史
の
射
程
を
広
げ
た
反
面

　
で
、
帝
国
主
義
時
代
の
カ
ナ
ダ
に
関
す
る
研
究
に
お
い
て
は
、
依
然
と
し
て
イ
ギ

　
リ
ス
帝
国
の
存
在
を
無
視
す
る
べ
き
で
は
な
い
と
い
う
指
摘
が
あ
る
。
こ
う
し
た

　
近
年
の
研
究
動
向
に
つ
い
て
は
、
細
州
道
久
『
カ
ナ
ダ
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
イ

　
ギ
リ
ス
帝
国
㎞
刀
水
甘
薯
、
二
〇
〇
七
年
、
一
一
－
＝
二
頁
を
参
照
。

④
第
一
次
・
第
二
次
世
界
大
戦
に
お
け
る
カ
ナ
ダ
か
ら
の
従
軍
者
は
、
オ
ー
ス
ト

　
ラ
リ
ア
と
並
ん
で
、
イ
ギ
リ
ス
の
海
外
植
民
地
か
ら
の
派
遣
部
隊
の
申
核
を
担
っ

　
た
。
第
｝
次
世
界
大
戦
下
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
お
い
て
も
、
カ
ナ
ダ
と
同
じ
く

　
徴
兵
制
の
導
入
を
め
ぐ
る
国
民
投
票
が
行
わ
れ
て
お
り
、
戦
時
動
員
に
よ
る
人
口

　
の
「
移
動
」
が
も
た
ら
し
た
影
響
の
大
き
さ
を
示
し
て
い
る
。
イ
ギ
リ
ス
帝
国
諸

　
地
域
の
戦
死
者
数
に
つ
い
て
は
、
宣
団
≦
ぎ
3
尽
沁
ミ
ミ
ミ
富
、
§
唄
き
ミ
冨
鳴

　
O
羅
ミ
§
＼
富
ミ
恥
§
ミ
ミ
。
透
ミ
』
織
韓
無
。
熊
胆
篭
導
恥
↓
ミ
鴨
ミ
紺
味
隷
G
§
ミ
送
¶

　
ズ
Φ
≦
頃
碧
①
戸
卜
。
O
O
①
も
」
①
刈
を
参
照
。

⑤
票
鑓
9
9
≧
ヨ
弩
。
轟
↓
、
罵
G
篭
駐
猷
Q
§
8
N
℃
N
戯
丸
儲
。
。
’
窯
署

　
尾
。
蒔
」
⑩
鵯
こ
■
［
．
Ω
羅
5
碧
ω
8
写
§
山
竜
戴
「
霊
肖
ω
霧
雲
、
b
ご
、
罫
鳴
謡
、
、
ミ
ミ
総
較
毎

　
韓
無
。
遷
駄
G
§
肋
ミ
慧
職
§
凡
、
鞠
O
§
ミ
§
噛
日
。
「
〇
三
ρ
一
〇
刈
N
そ
の
他
の
代
表
的
な

　
研
究
と
し
て
は
、
第
一
次
世
界
大
戦
期
に
関
す
る
〉
．
竃
．
妻
旨
ヨ
ω
簿
鋤
一
．
．
G
o
早

　
防
ミ
天
瀬
ミ
N
ミ
N
↓
o
「
8
8
’
一
〇
＄
晶
■
い
O
轟
鼻
聾
肯
Φ
5
．
．
0
8
ω
q
6
口
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降
ヨ
警
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O
「
①
讐
≦
母
．
ぎ
U
Φ
く
賦
ζ
簿
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囚
①
コ
N
δ
（
①
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9
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9
遮
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§
、
ミ

　
き
き
肉
跨
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恥
§
き
℃
§
ミ
駄
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O
魎
鴨
ミ
O
ミ
量
切
δ
§
斜
↓
O
「
O
艮
ρ
卜
3
0
0
㎝
、
同
じ

　
く
第
二
次
世
界
大
戦
期
に
関
す
る
』
・
い
．
Ω
「
磐
国
虜
陸
①
ぎ
’
O
o
蕊
6
、
当
職
§
ミ
ミ
鴨

　
の
象
§
職
§
、
ミ
き
き
　
N
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Q
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へ
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↓
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8
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装
画
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昌
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O
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議
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淳
津
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壁
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ω
避
O
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σ
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．
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げ
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ミ
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黛
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↓
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℃
ミ
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ミ
馬
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ミ
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o
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一
　
第
一
次
世
界
大
戦
時
の
徴
兵
制
論
争

（【

j
　
徴
兵
制
論
争
の
背
景

　
徴
兵
制
論
争
の
文
脈
を
理
解
す
る
た
め
に
は
、
帝
国
主
義
時
代
の
カ
ナ
ダ
に
お
け
る
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
構
造
を
概
観
す
る
必
要
が
あ
る
。

人
ロ
に
お
い
て
多
数
を
占
め
る
イ
ギ
リ
ス
系
カ
ナ
ダ
人
に
と
っ
て
、
自
分
た
ち
が
暮
ら
す
カ
ナ
ダ
と
イ
ギ
リ
ス
本
国
お
よ
び
帝
国
へ
の
帰
属
意

識
は
、
容
易
に
両
立
し
う
る
も
の
で
あ
っ
た
。
カ
ー
ル
・
バ
ー
ガ
ー
の
表
現
を
借
り
れ
ば
、
「
イ
ギ
リ
ス
帝
国
主
義
は
、
カ
ナ
ダ
・
ナ
シ
ョ
ナ

リ
ズ
ム
の
一
類
型
」
で
あ
り
、
イ
ギ
リ
ス
系
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
は
常
に
、
カ
ナ
ダ
と
い
う
国
民
国
家
と
イ
ギ
リ
ス
帝
国
へ
の
「
二
重
の
忠

　
　
　
　
　
　
　
①

誠
」
に
支
え
ら
れ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
と
り
わ
け
一
八
世
紀
に
武
力
に
よ
っ
て
併
合
さ
れ
た
ケ
ベ
ッ
ク
の
人
々
に
は
、
帝
国
主
義
に
対
す
る

根
強
い
反
発
が
あ
っ
た
。
フ
ラ
ン
ス
系
カ
ナ
ダ
人
に
と
っ
て
、
イ
ギ
リ
ス
帝
国
は
無
条
件
に
肯
定
で
き
る
存
在
で
は
な
く
、
帝
国
内
移
民
に
よ

っ
て
数
を
増
す
イ
ギ
リ
ス
系
と
の
間
に
は
、
大
き
な
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
落
差
が
あ
っ
た
。

　
～
八
九
六
年
に
フ
ラ
ン
ス
系
と
し
て
初
の
連
邦
首
相
と
な
っ
た
ウ
ィ
ル
フ
リ
ッ
ド
・
ロ
ー
リ
エ
は
、
む
し
ろ
イ
ギ
リ
ス
系
と
の
融
和
を
意
識

し
な
が
ら
、
カ
ナ
ダ
と
イ
ギ
リ
ス
帝
国
と
の
協
力
関
係
を
推
進
し
た
が
、
ロ
ー
リ
エ
と
同
じ
自
由
党
の
ケ
ベ
ッ
ク
選
出
下
院
議
員
ア
ン
リ
・

ブ
ー
ラ
サ
な
ど
、
フ
ラ
ン
ス
思
至
帝
国
主
義
者
は
、
そ
の
姿
勢
を
強
く
批
判
し
た
。
と
く
に
問
題
と
な
っ
た
の
が
、
一
八
九
九
年
の
第
二
次

ボ
ー
ア
戦
争
へ
の
対
応
で
あ
る
。
ボ
ー
ア
人
を
自
ら
と
同
じ
被
征
服
民
と
み
な
す
ブ
ー
ラ
サ
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
帝
国
主
義
・
軍
国
主
義
の
象
徴

と
し
て
、
一
切
の
戦
争
へ
の
関
与
に
反
対
し
た
。
フ
ラ
ン
ス
系
に
よ
る
批
判
と
イ
ギ
リ
ス
系
に
よ
る
戦
争
支
持
の
板
挟
み
と
な
っ
た
ロ
ー
リ
エ

は
、
（
イ
ギ
リ
ス
系
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
）
義
勇
兵
を
南
ア
フ
リ
カ
ま
で
移
送
し
た
上
で
、
戦
場
で
の
指
揮
は
イ
ギ
リ
ス
軍
に
一
任
し
、
そ
れ
以

上
の
軍
事
協
力
は
行
わ
な
い
と
い
う
か
た
ち
で
、
事
態
の
収
拾
を
図
っ
た
。
戦
争
後
、
ブ
ー
ラ
サ
は
最
終
的
に
ロ
ー
リ
エ
と
挟
を
分
か
ち
、
一

九
一
〇
年
に
は
『
ル
・
ド
ゥ
ヴ
ォ
ワ
ー
ル
（
富
b
ミ
ミ
）
』
紙
を
創
刊
し
て
、
フ
ラ
ン
ス
系
の
権
利
擁
護
と
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
運
動
の
推
進
を
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②

目
指
し
た
。
こ
こ
で
想
定
さ
れ
る
「
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
」
と
は
、
イ
ギ
リ
ス
や
フ
ラ
ン
ス
と
い
う
「
古
い
祖
国
」
で
は
な
く
、
カ
ナ
ダ
だ
け
に

帰
属
意
識
を
も
つ
「
国
民
」
を
指
す
も
の
で
あ
っ
た
。
帝
国
主
義
戦
争
に
よ
る
社
会
的
分
断
は
、
徴
兵
制
論
争
以
前
か
ら
生
じ
て
い
た
の
で
あ

る
。　

こ
う
し
た
状
況
の
下
で
、
カ
ナ
ダ
は
第
　
次
世
界
大
戦
を
迎
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。
首
相
ロ
バ
ー
ト
・
ボ
ー
デ
ン
は
議
会
に
お
い
て
、
カ
ナ

ダ
の
参
戦
理
由
を
次
の
よ
う
に
説
明
し
た
。
「
世
界
が
か
つ
て
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
最
大
の
戦
争
の
恐
ろ
し
い
幕
開
け
、
こ
の
帝
国
が
一
〇

〇
年
間
直
面
し
た
こ
と
の
な
い
危
険
に
立
ち
向
か
う
こ
の
と
き
、
い
か
な
る
空
虚
で
不
必
要
な
言
葉
も
耳
障
り
に
思
わ
れ
る
。
我
々
の
義
務
に

つ
い
て
は
、
万
人
が
同
意
し
て
い
る
。
我
々
は
こ
の
争
い
に
あ
た
っ
て
、
イ
ギ
リ
ス
お
よ
び
他
の
ド
ミ
ニ
オ
ン
と
一
致
団
結
し
て
立
つ
。
カ
ナ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

ダ
の
名
誉
に
か
け
て
、
我
々
は
そ
の
義
務
を
果
た
さ
な
く
て
は
な
ら
な
い
」
。
野
党
党
首
と
な
っ
て
い
た
ロ
ー
リ
エ
も
ま
た
、
次
の
よ
う
に
参

戦
を
支
持
し
た
。
「
カ
ナ
ダ
は
古
い
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
娘
と
し
て
、
こ
の
大
戦
で
そ
の
傍
ら
に
立
と
う
と
し
て
い
る
。
招
集
が
か
か
れ
ば
我
々

は
す
ぐ
さ
ま
、
義
務
に
応
答
す
る
イ
ギ
リ
ス
の
伝
統
的
な
言
葉
『
レ
デ
ィ
、
ア
イ
、
レ
デ
ィ
（
図
Φ
P
仙
団
辱
P
く
①
噌
吋
Φ
餌
α
団
）
』
の
か
け
声
で
答
え
よ
う

…
…
原
則
と
し
て
戦
争
を
認
め
な
い
人
々
で
あ
っ
て
も
、
こ
の
戦
争
が
正
戦
（
置
ω
け
≦
碧
）
で
あ
り
、
戦
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
認
め
て

い
る
」
。
ロ
ー
リ
エ
は
、
か
つ
て
の
ボ
ー
ア
戦
争
に
言
及
し
な
が
ら
、
さ
ら
に
続
け
る
。
「
連
合
王
国
に
存
在
す
る
心
の
連
帯
は
、
カ
ナ
ダ
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
に
も
存
在
す
る
。
そ
う
、
南
ア
フ
リ
カ
に
さ
え
。
一
～
○
年
足
ら
ず
前
に
戦
争
に
よ
っ
て
引
き
裂
か
れ

た
南
ア
フ
リ
カ
は
、
今
や
イ
ギ
リ
ス
的
諸
制
度
の
祝
福
の
下
で
連
帯
し
て
い
る
…
…
イ
ギ
リ
ス
帝
国
は
こ
の
痛
ま
し
い
戦
争
か
ら
、
新
た
な
連

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

帯
の
絆
、
そ
の
金
て
の
市
民
の
誇
り
と
と
も
に
、
立
ち
現
れ
る
こ
と
だ
ろ
う
」
。
イ
ギ
リ
ス
本
国
に
よ
る
宣
戦
布
告
は
、
独
自
の
外
交
権
を
も

た
な
い
カ
ナ
ダ
に
と
っ
て
、
自
国
の
自
動
的
な
参
戦
を
意
味
し
た
。
し
か
し
、
ボ
ー
デ
ン
と
ロ
ー
リ
エ
は
そ
う
し
た
法
的
根
拠
で
は
な
く
、
帝

国
規
模
の
連
帯
意
識
に
参
戦
の
理
由
を
見
出
し
て
い
る
。

　
ボ
ー
デ
ン
が
率
い
る
保
守
党
と
ロ
ー
リ
エ
が
率
い
る
自
由
党
は
、
与
野
党
を
横
断
し
た
戦
時
協
力
を
行
う
こ
と
で
合
意
し
た
。
開
戦
時
点
で

徴
兵
制
が
導
入
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
カ
ナ
ダ
で
は
、
志
願
兵
に
よ
る
カ
ナ
ダ
遠
征
軍
（
O
磐
助
走
磐
国
×
O
Φ
α
錠
O
鵠
遷
閏
O
誘
Φ
、
以
下
C
E
F
）
が
編115 （115）



成
さ
れ
、
イ
ギ
リ
ス
系
を
始
め
と
す
る
入
隊
者
が
殺
到
し
た
。
徴
兵
制
に
よ
っ
て
実
際
に
戦
闘
に
参
加
し
た
兵
員
が
約
一
万
町
〇
〇
〇
人
で
あ

る
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
C
E
F
は
そ
の
兵
力
の
大
多
数
を
志
願
兵
に
依
存
し
た
ま
ま
、
第
一
次
世
界
大
戦
を
戦
い
抜
く
の
に
成
功
し
た
こ
と

　
　
⑥

に
な
る
。
こ
う
し
た
現
象
の
背
景
に
は
、
ド
イ
ツ
軍
国
主
義
の
打
倒
と
い
う
戦
争
の
大
義
と
イ
ギ
リ
ス
帝
国
に
対
す
る
忠
誠
心
（
お
よ
び
、
そ

れ
を
前
提
と
し
て
積
極
的
に
行
わ
れ
た
募
兵
活
動
）
と
と
も
に
、
与
野
党
の
党
首
が
ボ
ー
ア
戦
争
時
の
軋
礫
を
教
訓
と
し
て
、
徴
兵
制
に
よ
る
海
外

派
兵
に
消
極
的
だ
っ
た
と
い
う
事
情
が
あ
る
。
一
九
一
六
年
一
月
遅
時
点
で
は
、
イ
ギ
リ
ス
本
国
で
の
徴
兵
制
の
導
入
を
受
け
て
、
ロ
ー
リ
エ

は
「
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
で
徴
兵
制
が
導
入
さ
れ
た
が
、
カ
ナ
ダ
で
は
導
入
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
」
と
主
張
し
、
ボ
ー
デ
ン
も
「
我
々
は
徴
兵
制

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

を
提
案
し
な
い
と
い
う
表
明
を
、
今
日
改
め
て
繰
り
返
す
」
と
応
答
し
て
い
た
。

（
二
）
　
一
九
【
七
年
＝
一
月
総
選
挙

　
徴
兵
制
を
め
ぐ
る
状
況
を
激
変
さ
せ
た
の
は
、
一
九
一
六
年
の
ソ
ン
ム
の
戦
い
以
降
に
顕
著
と
な
っ
た
C
E
F
で
の
死
傷
者
の
増
加
と
志
願

者
の
減
少
で
あ
っ
た
。
翌
年
に
は
ア
ラ
ス
（
四
月
か
ら
五
月
）
、
パ
ッ
シ
ェ
ン
デ
ー
ル
（
七
月
か
ら
＝
月
V
で
大
規
模
な
戦
闘
が
行
わ
れ
た
が
、

志
願
者
数
は
減
少
の
一
途
を
た
ど
り
、
各
月
で
新
規
の
兵
員
補
充
が
損
害
を
下
回
る
状
態
が
続
い
た
。
一
九
一
七
年
三
月
に
発
足
し
た
帝
国
戦

時
内
閣
の
一
員
と
し
て
ロ
ン
ド
ン
を
訪
れ
た
ボ
ー
デ
ン
は
、
あ
わ
せ
て
西
部
戦
線
の
視
察
を
行
っ
た
。
前
線
の
実
態
を
目
の
当
た
り
に
し
た

ボ
ー
デ
ン
は
、
カ
ナ
ダ
へ
の
帰
国
と
と
も
に
、
戦
局
の
打
開
に
は
徴
兵
制
の
導
入
が
不
可
避
で
あ
る
と
し
て
、
徴
兵
法
（
罫
捧
9
。
q
。
。
Φ
三
8

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

〉
。
叶
）
の
発
議
を
表
明
し
た
。
こ
の
ボ
ー
デ
ン
の
方
針
転
換
に
対
し
て
、
㎎
グ
ロ
ー
ブ
（
O
ご
＆
』
紙
や
『
ト
ロ
ン
ト
・
デ
イ
リ
ー
・
ス
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

（
↓
ミ
§
討
b
ミ
◎
的
ミ
）
一
紙
な
ど
の
英
語
新
聞
は
、
徴
兵
制
の
必
要
性
を
認
め
る
論
説
記
事
を
掲
載
し
て
い
る
。
自
由
党
の
内
部
で
は
、
党
首

ロ
ー
リ
エ
が
時
間
を
か
け
た
熟
慮
を
求
め
る
一
方
で
、
イ
ギ
リ
ス
系
議
員
を
中
心
に
、
徴
兵
制
の
導
入
を
支
持
す
る
声
が
あ
が
る
よ
う
に
な
っ

た
。
C
E
F
へ
の
志
願
状
況
に
関
す
る
地
域
別
の
正
確
な
統
計
は
発
表
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
も
の
の
、
オ
ン
タ
リ
オ
な
ど
の
イ
ギ
リ
ス
系
が
多

数
を
占
め
る
地
域
と
ケ
ベ
ッ
ク
と
の
貢
献
の
格
差
は
認
識
さ
れ
て
お
り
、
国
民
の
平
等
な
負
担
を
保
証
す
る
「
民
主
主
義
的
」
方
策
と
し
て
、
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第一次・第二次世界大戦期のカナダにおける徴兵制論争（津田）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

徴
兵
制
は
無
視
し
え
な
い
選
択
肢
と
な
っ
た
。
徴
兵
法
の
法
案
で
は
、
二
〇
歳
か
ら
四
五
歳
ま
で
の
イ
ギ
リ
ス
臣
民
が
対
象
と
さ
れ
、
扶
養
家

族
の
有
無
や
職
業
（
例
え
ば
、
軍
需
産
業
や
農
業
な
ど
の
基
幹
産
業
）
に
よ
る
選
別
な
ど
の
問
題
が
議
論
さ
れ
た
。

　
こ
う
し
た
動
き
に
対
し
て
、
ブ
ー
ラ
サ
ら
微
兵
制
反
対
派
は
『
ル
・
ド
ゥ
ヴ
ォ
ワ
ー
ル
』
紙
上
な
ど
を
舞
台
に
、
徴
兵
制
賛
成
派
に
反
論
す

る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
っ
た
。
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
な
の
は
、
こ
れ
ら
の
言
論
が
フ
ラ
ン
ス
語
話
者
に
対
し
て
だ
け
で
は
な
く
、
パ
ン
フ
レ
ッ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

ト
の
翻
訳
な
ど
を
通
じ
て
、
英
語
話
者
に
対
し
て
も
向
け
ら
れ
て
い
た
点
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
実
際
の
受
け
手
は
フ
ラ
ン
ス
語
話
者
に
偏
っ

て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
が
、
フ
ラ
ン
ス
語
と
英
語
と
い
う
言
語
、
あ
る
い
は
フ
ラ
ン
ス
系
と
イ
ギ
リ
ス
系
と
い
う
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
の
差
異
を
こ

え
た
対
話
が
試
み
ら
れ
た
こ
と
は
、
見
逃
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
例
え
ば
、
一
九
一
七
年
七
月
の
論
説
で
は
、
ブ
ー
ラ
サ
は
こ
う
論
じ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
我
々
は
以
下
の
理
由
に
よ
り
、
徴
兵
制
に
よ
る
も
の
で
あ
れ
他
の
手
殺
に
よ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
の
で
あ
れ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
の
戦
争
へ
の
さ
ら
な
る
増
援
に
反
対
す
る
。
（
一
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
伽
鳳

表2　1917年におけるCEF入隊者数の推移

入隊者 死傷者

1月 9，194 4，396

2月 6，809 1，250

3月 6，640 6，161

4月 5，530 13，477

5月 6，407 13，457

6月 6，348 7，931

7月 3，882 7，906

8月 3，177 13，232

9月 3，588 10，990

10月 4，884 5，929

11月 4，019 30，741

12月 3，921 7，476

合　計 64，339 122，946

典拠：R．D．　Francis　et　al，1）estinies．’Canad

　　　History　since　Coiifederation，　sixth　editi

　　　Toronto，　2008，　p．　236，

カ
ナ
ダ
は
、
人
員
と
資
金
の
面
で
、
す
で
に
軍
事
的
な
支
援
を
行
っ
て
お
り
、
そ

の
割
合
は
他
の
ど
の
参
戦
国
よ
り
も
勝
っ
て
い
る
。
（
二
）
国
家
の
マ
ン
パ
ワ
ー

の
こ
れ
以
上
の
弱
体
化
は
、
農
業
生
産
や
他
の
基
幹
産
業
に
と
っ
て
、
深
刻
な
妨

げ
と
な
る
。
（
＝
～
）
カ
ナ
ダ
の
戦
時
予
算
の
増
加
は
、
国
家
の
財
政
破
綻
を
導
く
。

（
四
）
そ
れ
は
国
家
の
経
済
生
活
、
ひ
い
て
は
政
治
的
独
立
を
脅
か
す
。
（
五
）

徴
兵
制
は
、
国
家
規
模
の
不
和
と
対
立
を
も
た
ら
し
、
わ
ず
か
一
〇
〇
〇
人
の
兵

士
を
戦
力
に
加
え
る
こ
と
が
も
た
ら
す
助
け
や
激
励
よ
り
も
大
き
く
、
連
合
国
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

大
義
を
傷
つ
け
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
」
。
基
本
的
な
論
調
と
し
て
は
、
カ
ナ
ダ

は
す
で
に
人
的
・
物
的
資
源
を
限
界
ま
で
動
員
し
て
お
り
、
こ
れ
以
上
の
負
担
は

戦
争
遂
行
に
と
っ
て
、
む
し
ろ
不
利
益
を
生
じ
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
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の
「
我
々
」
と
い
う
語
は
、
必
ず
し
も
フ
ラ
ン
ス
系
カ
ナ
ダ
人
に
限
定
さ
れ
ず
、
イ
ギ
リ
ス
系
を
含
め
た
「
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
」
を
指
し
て
、

用
い
ら
れ
て
い
る
。

　
ケ
ベ
ッ
ク
の
人
々
が
、
な
ぜ
他
の
地
域
と
比
べ
て
戦
争
協
力
に
消
極
的
な
の
か
は
、
当
時
か
ら
議
論
さ
れ
て
い
た
。
代
表
的
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

ト
J
・
C
・
ホ
プ
キ
ン
ズ
に
よ
れ
ば
、
歴
史
的
に
イ
ギ
リ
ス
本
国
へ
の
帰
属
意
識
を
維
持
し
て
き
た
イ
ギ
リ
ス
系
カ
ナ
ダ
と
異
な
り
、
ブ
ル
ボ

ン
朝
時
代
か
ら
の
伝
統
を
受
け
継
ぐ
フ
ラ
ン
ス
系
カ
ナ
ダ
は
、
旧
来
の
価
値
観
を
否
定
し
た
革
命
以
降
の
フ
ラ
ン
ス
に
帰
属
意
識
を
も
つ
こ
と

が
で
き
ず
、
フ
ラ
ン
ス
と
の
心
理
的
紐
帯
は
失
わ
れ
た
。
「
母
国
」
に
対
す
る
忠
誠
心
に
突
き
動
か
さ
れ
る
イ
ギ
リ
ス
系
と
同
じ
度
合
い
で
、

フ
ラ
ン
ス
系
が
異
郷
で
の
戦
争
の
た
め
に
写
す
る
よ
う
な
こ
と
は
・
そ
も
そ
も
期
待
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
つ
や
こ
う
し
た
イ
ギ
リ
ス
系

と
の
落
差
に
つ
い
て
、
ブ
ー
ラ
サ
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「
カ
ナ
ダ
は
、
フ
ラ
ン
ス
系
カ
ナ
ダ
人
の
唯
一
の
祖
国
で
あ
る
。
世
界
の

他
の
ど
の
国
に
対
し
て
も
、
彼
ら
は
…
…
そ
の
各
国
家
の
国
民
に
課
せ
ら
れ
る
義
務
を
［
自
ら
が
負
う
も
の
と
し
て
］
認
め
な
い
。
こ
う
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

鯛
国
民
と
し
て
の
』
義
務
の
最
た
る
も
の
が
、
血
に
よ
る
納
税
を
伴
う
兵
役
で
あ
る
」
。
ブ
ー
ラ
サ
に
し
た
が
え
ば
、
カ
ナ
ダ
そ
の
も
の
の
存

亡
が
脅
か
さ
れ
な
い
限
り
、
イ
ギ
リ
ス
や
フ
ラ
ン
ス
を
含
む
「
他
国
」
の
防
衛
の
た
め
に
、
カ
ナ
ダ
人
を
強
制
的
に
動
員
す
る
こ
と
は
許
さ
れ

な
い
。
ロ
ー
リ
エ
の
よ
う
に
、
徴
兵
制
の
導
入
に
は
反
対
し
つ
つ
、
イ
ギ
リ
ス
帝
国
の
た
め
の
正
戦
を
支
持
し
た
事
例
の
存
在
を
考
え
れ
ば
、

ブ
ー
ラ
サ
の
思
想
に
は
予
断
が
あ
る
も
の
の
、
徴
兵
制
論
争
が
激
化
し
た
要
因
の
一
つ
と
し
て
、
イ
ギ
リ
ス
系
と
フ
ラ
ン
ス
系
の
長
期
的
な
歴

史
的
経
験
の
違
い
が
指
摘
で
き
る
。

　
イ
ギ
リ
ス
系
カ
ナ
ダ
人
が
「
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
」
た
り
え
な
い
理
由
に
つ
い
て
、
ブ
ー
ラ
サ
は
次
の
よ
う
に
主
張
す
る
。
「
絶
え
間
な
く
増

加
す
る
イ
ギ
リ
ス
系
の
移
民
の
流
れ
は
、
イ
ギ
リ
ス
系
カ
ナ
ダ
人
住
民
の
物
理
的
・
知
的
・
道
徳
的
特
徴
を
変
容
さ
せ
て
し
ま
っ
た
。
二
〇
年

に
わ
た
っ
て
続
け
ら
れ
た
帝
国
主
義
的
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
は
、
我
々
の
英
語
話
者
の
同
胞
の
心
、
か
つ
て
の
『
純
粋
な
カ
ナ
ダ
人
臨
の
愛
国
心
を

破
壊
し
な
い
ま
で
も
、
著
し
く
冒
し
て
し
ま
っ
た
…
…
古
い
『
生
粋
の
』
カ
ナ
ダ
人
は
、
彼
ら
の
な
か
に
ほ
と
ん
ど
残
っ
て
い
な
い
。
要
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

に
、
魍
唯
一
の
祖
国
喚
と
い
う
単
純
な
理
念
は
、
イ
ギ
リ
ス
系
カ
ナ
ダ
に
お
い
て
、
ほ
ぼ
消
え
て
し
ま
っ
た
よ
う
に
見
え
る
」
。
本
来
フ
ラ
ン
ス
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第一次・第二次世界大戦期のカナダにおける徴兵1朗論争（津：田）

語
で
書
か
れ
た
と
い
う
事
情
か
ら
か
、
こ
こ
で
の
「
我
々
」
と
い
う
語
は
、
ほ
ぼ
フ
ラ
ン
ス
系
カ
ナ
ダ
人
と
同
義
で
用
い
ら
れ
、
図
ら
ず
も
イ

ギ
リ
ス
系
の
読
み
手
を
排
除
し
て
し
ま
っ
て
い
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
こ
で
確
認
で
き
る
の
は
、
イ
ギ
リ
ス
・
フ
ラ
ン
ス
系
の
「
カ
ナ
ダ

人
」
が
、
他
者
で
あ
る
「
イ
ギ
リ
ス
」
か
ら
の
移
民
の
流
入
に
よ
っ
て
、
そ
の
純
粋
性
を
「
冒
さ
れ
」
、
誤
っ
た
選
択
を
強
い
ら
れ
て
い
る
と

い
う
構
図
で
あ
る
。
こ
う
し
た
人
種
主
義
的
な
思
考
は
、
徴
兵
制
の
弊
害
を
論
じ
た
箇
所
に
も
登
場
す
る
。
「
徴
兵
制
と
こ
れ
以
上
カ
ナ
ダ
人

の
部
隊
を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
送
る
こ
と
の
、
究
極
的
か
つ
絶
対
的
な
影
響
と
は
、
カ
ナ
ダ
漏
す
な
わ
ち
、
イ
ギ
リ
ス
系
で
あ
れ
フ
ラ
ン
ス
系
で
あ

れ
、
本
物
の
カ
ナ
ダ
人
の
数
と
影
響
力
を
減
ら
す
こ
と
、
そ
し
て
外
国
生
ま
れ
の
人
口
［
す
で
に
帰
化
し
た
人
々
を
含
む
海
外
か
ら
の
移
民
］
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

と
く
に
ド
イ
ツ
人
や
ス
ラ
ヴ
人
の
力
を
増
す
こ
と
で
あ
る
」
。
ブ
ー
ラ
サ
は
フ
ラ
ン
ス
系
だ
け
で
な
く
、
メ
ノ
ナ
イ
ト
や
ド
ウ
ホ
ボ
ル
、
ク
ウ

ェ
ー
カ
ー
と
い
っ
た
宗
教
的
信
条
か
ら
兵
役
を
拒
否
す
る
人
々
を
擁
護
し
て
お
り
、
そ
の
点
に
お
い
て
は
、
文
化
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
保
護
と

い
う
思
想
を
先
取
り
し
て
い
る
。
し
か
し
、
東
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
の
移
民
に
対
す
る
ま
な
ざ
し
が
示
す
よ
う
に
、
ブ
ー
ラ
サ
は
教
条
的
な
二
文

化
主
義
的
枠
組
み
で
思
考
し
て
お
り
、
そ
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
論
理
は
、
現
代
的
な
多
文
化
主
義
と
は
ほ
ど
遠
い
も
の
で
あ
っ
た
。

　
ブ
ー
ラ
サ
は
、
国
民
へ
の
影
響
の
大
き
さ
を
考
慮
し
て
、
徴
兵
制
の
導
入
を
国
民
投
票
に
委
ね
る
こ
と
を
提
案
し
た
。
ロ
ー
リ
エ
を
始
め
、

与
野
党
の
議
員
か
ら
も
同
様
の
提
案
が
行
わ
れ
た
が
、
ボ
ー
デ
ン
と
法
務
大
臣
ア
ー
サ
ー
こ
ミ
ー
エ
ン
は
国
民
投
票
の
代
替
と
し
て
、
徴
兵
制

を
争
点
の
～
つ
と
す
る
総
選
挙
を
実
施
す
る
方
針
を
と
っ
た
。
ボ
ー
デ
ン
は
徴
兵
制
賛
成
派
の
他
党
議
員
を
糾
合
し
、
一
九
一
七
年
一
〇
月
一

二
日
に
新
た
な
連
立
与
党
（
ユ
ニ
オ
ニ
ス
ト
）
内
閣
を
結
成
し
た
。
自
由
党
の
分
裂
の
結
果
、
ボ
ー
デ
ン
率
い
る
徴
兵
制
賛
成
派
の
連
立
与
党

と
ロ
ー
リ
エ
率
い
る
徴
兵
制
反
対
派
の
自
由
党
の
間
で
、
一
二
月
一
七
日
目
総
選
挙
が
戦
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ボ
ー
デ
ン
は
勝
利
を
確
実

に
す
る
た
め
に
、
選
挙
に
先
立
つ
九
月
二
〇
日
、
戦
時
選
挙
法
（
芝
9
財
け
圃
鵬
P
Φ
　
国
一
①
O
け
一
〇
口
Q
◎
　
＞
O
け
）
を
成
立
さ
せ
た
。
戦
時
選
挙
法
の
下
で
は
、
（
お

そ
ら
く
前
線
へ
の
支
援
を
望
ん
で
い
る
）
従
軍
者
の
近
親
者
に
限
っ
て
、
女
性
に
も
投
票
権
が
認
め
ら
れ
る
一
方
で
、
（
お
そ
ら
く
戦
争
に
対
し
て
懐

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

疑
的
な
）
良
心
的
兵
役
拒
否
者
、
一
九
〇
二
年
以
降
に
カ
ナ
ダ
へ
帰
化
し
た
「
敵
性
外
国
人
」
（
近
親
者
が
従
軍
し
て
い
る
場
合
は
例
外
）
の
投
票

権
が
剥
奪
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
強
権
的
手
法
は
徴
兵
制
反
対
派
か
ら
の
批
判
を
招
い
た
が
、
す
で
に
イ
ギ
リ
ス
本
国
で
良
心
的
丘
ハ
役
拒
否
者
に
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表3　1917年12月総選挙での獲得議席数

連立与党 自由党

アルバータ 11 1

ブリティッシュコロンビア 13 0

マニトバ 14 1

ニューブランズウィック 7 4

ノヴァスコシア 12 4

オンタリオ 74 8

プリンスエドワードアイランド 2 2

ケベック 3 62

サスカチュワン 16 0

ユーコン 1 0

合　　　言十 153 82

典拠　Historical　Statistics　of　Canada，　Statistics　Canada

　　　　　　〈http：／／www5．statcan．gc，ca／bsolc／olc－cel／olc－cel？

　　　　　catno＝11－516－X198300111319＞．

あ
る
イ
ギ
リ
ス
系
か
ら
す
れ
ば
、
戦
争
協
力
に
消
極
的
な
ケ
ベ
ッ
ク
と
犠
牲
を
払
い
続
け
る
そ
の
他
の
州
と
い
う
構
図
を
、

も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
以
降
、
数
の
圧
力
に
屈
し
た
ケ
ベ
ッ
ク
の
世
論
は
、

問
対
立
は
、
従
来
か
ら
続
く
イ
ギ
リ
ス
・
フ
ラ
ン
ス
系
の
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
の
軋
礫
へ
と
読
み
替
え
ら
れ
て
い
っ
た
。

　
徴
兵
制
は
兵
役
免
除
条
項
な
ど
の
改
正
を
経
て
、
一
九
一
八
年
四
月
に
実
施
に
移
さ
れ
た
。
ケ
ベ
ッ
ク
で
は
三
月
二
八
日
過
ら
四
月
一
日
に

か
け
て
、
徴
兵
制
反
対
派
に
よ
る
大
規
模
な
暴
動
が
起
こ
り
、
警
察
隊
に
よ
る
鎮
圧
の
過
程
で
死
傷
者
を
出
す
事
態
と
な
っ
た
。
純
粋
に
軍
事

史
的
な
観
点
か
ら
み
る
と
、
徴
兵
制
の
成
果
に
は
疑
問
符
が
付
く
。
ボ
ー
デ
ン
は
C
E
F
へ
の
一
〇
万
人
の
増
援
を
目
標
と
し
て
掲
げ
、
一
九

対
す
る
先
行
事
例
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
徴
兵
制
賛
成
派
が
多
数
を
占
め
る
主
要
メ
デ

ィ
ア
に
お
い
て
は
、
む
し
ろ
総
力
戦
の
遂
行
を
妨
害
す
る
徴
兵
制
反
対
派
（
人
物
と
し

て
は
ロ
ー
リ
エ
や
ブ
ー
ラ
サ
、
地
域
と
し
て
は
ケ
ベ
ッ
ク
）
に
批
判
が
向
け
ら
れ
た
。
本
来

は
自
由
党
に
近
い
『
グ
ロ
ー
ブ
聯
紙
や
『
ト
ロ
ン
ト
・
デ
イ
リ
ー
・
ス
タ
ー
隔
紙
も
、

投
票
が
行
わ
れ
る
直
前
ま
で
、
連
立
与
党
へ
の
投
票
を
訴
え
る
論
説
記
事
や
広
告
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

大
々
的
に
掲
載
し
て
い
る
。

　
こ
う
し
て
行
わ
れ
た
総
選
挙
は
、
全
体
と
し
て
は
連
立
与
党
の
圧
勝
に
終
わ
っ
た
。

連
立
与
党
は
ケ
ベ
ッ
ク
を
除
く
す
べ
て
の
地
域
で
自
由
党
に
勝
利
し
、
徴
兵
制
の
導
入

を
阻
む
障
害
は
取
り
除
か
れ
た
。
そ
の
反
面
、
ケ
ベ
ッ
ク
だ
け
に
限
れ
ば
、
相
対
的
に

イ
ギ
リ
ス
系
住
民
が
多
く
の
割
合
を
占
め
る
三
選
挙
区
を
除
い
て
、
自
由
党
が
ほ
ぼ
す

べ
て
の
議
席
を
独
占
し
た
。
落
選
し
た
連
立
与
党
候
補
者
の
な
か
に
は
、
ボ
ー
デ
ン
内

閣
の
現
職
大
臣
で
あ
る
旧
保
守
党
フ
ラ
ン
ス
系
議
員
P
・
E
・
ブ
ロ
ン
ダ
ン
と
ア
ル

ベ
ー
ル
・
セ
ヴ
イ
ニ
1
も
含
ま
れ
た
。
こ
う
し
た
極
端
な
乖
離
は
、
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
浮
き
彫
り
に
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
決
定
的
に
硬
化
す
る
。
目
に
見
え
る
か
た
ち
で
先
鋭
化
し
た
地
域

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱
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ag一一次・第二次世界大戦期のカナダにおける徴兵制論争（津：田）

一
八
年
一
一
月
の
終
戦
ま
で
に
は
、
ほ
ぼ
目
標
通
り
の
人
数
が
兵
役
に
就
い
た
。
し
か
し
、
こ
の
う
ち
実
際
に
フ
ラ
ン
ス
へ
派
遣
さ
れ
た
の
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

約
四
分
の
一
に
過
ぎ
な
い
。
先
述
の
通
り
、
大
戦
で
の
総
動
員
数
か
ら
考
え
れ
ば
、
徴
兵
さ
れ
た
兵
士
の
割
合
は
比
較
的
少
数
で
あ
る
。
C
E

F
は
、
大
戦
の
最
終
局
面
で
あ
る
一
九
一
八
年
八
月
八
日
前
ら
＝
月
一
一
日
の
間
に
、
四
万
六
〇
〇
〇
人
の
死
傷
者
（
大
戦
を
通
じ
た
全
死
傷

者
数
の
二
〇
パ
ー
セ
ン
ト
）
を
出
し
て
お
り
、
そ
の
時
期
の
兵
員
補
充
は
重
要
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
も
の
の
、
そ
こ
に
国
内
の
社
会
的
分
断
を

代
償
に
す
る
ほ
ど
の
軍
事
的
価
値
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
、
定
か
で
は
な
い
。
次
章
に
お
い
て
論
じ
る
よ
う
に
、
第
一
次
世
界
大
戦
の
経
験
は
、

と
り
わ
け
従
軍
し
た
イ
ギ
リ
ス
系
カ
ナ
ダ
人
に
対
し
て
、
自
立
し
た
国
民
国
家
と
し
て
の
誇
り
を
与
え
た
一
方
で
、
ケ
ベ
ッ
ク
に
は
マ
イ
ノ
リ

テ
ィ
で
あ
る
が
ゆ
え
の
苦
い
記
憶
を
植
え
付
け
た
。
ブ
ー
ラ
サ
に
代
表
さ
れ
る
ケ
ベ
ッ
ク
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
、
イ
ギ
リ
ス
帝
国
主
義
と
結

び
つ
い
た
カ
ナ
ダ
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
は
、
相
互
排
他
的
な
も
の
と
し
て
、
衝
突
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

①
O
罠
b
d
①
お
Φ
罫
§
ミ
ω
§
器
駄
℃
§
ミ
、
い
ミ
ミ
覇
§
ミ
恥
ミ
§
砺
駄

　
9
ミ
ミ
§
§
ミ
貯
駐
ミ
”
N
c
。
軌
N
N
踏
み
↓
o
N
8
8
噂
6
刈
ρ
ロ
P
㊤
∴
ρ

②
ブ
ー
ラ
サ
自
身
に
よ
る
創
刊
の
趣
旨
説
明
に
つ
い
て
は
、
国
①
巨
じ
d
。
霞
霧
舞

　
，
〉
＜
磐
二
Φ
8
ヨ
び
讐
．
、
澄
b
恥
§
鏑
一
〇
陶
§
轟
蔓
一
華
O
を
参
照
。

③
℃
巴
討
§
①
汗
顔
蔓
∪
9
魯
⑦
ω
”
団
。
島
。
o
｛
O
。
日
日
8
ρ
6
＞
鐸
讐
ω
二
〇
｝
鼻
も
」
ρ

④
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巴
㌶
日
Φ
三
母
矯
∪
Φ
び
舞
①
ω
、
類
。
器
Φ
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猟
O
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嘉
日
8
ω
■
6
＞
¢
讐
ω
什
6
峯
暑
．

　
一
〇
山
一
．

⑤
O
「
習
器
量
ρ
．
O
。
霧
。
暑
甑
。
昌
ぎ
爵
Φ
ρ
Φ
p
。
け
≦
輿
．
も
．
①
b
。
．

⑥
℃
壁
高
§
①
馨
霞
鴫
U
①
σ
簿
①
ρ
団
。
話
①
。
h
O
。
胃
壁
8
ω
」
刈
｝
壁
g
「
団
5
昼
召
．

　
一
。
。
b
①
■

⑦
勺
輿
自
§
Φ
馨
鴛
く
U
Φ
ぴ
讐
Φ
ω
．
出
。
¢
ω
Φ
o
断
0
。
日
ヨ
8
ω
篇
。
。
竃
契
H
Φ
H
刈
”
日

　
届
自
－
曽

⑧
Q
ご
壁
δ
ζ
錯
ち
§
§
§
一
S
b
ミ
竜
の
§
．
6
ζ
塁
お
寄
フ
ラ
ン
ス
語

　
新
聞
で
は
、
『
ル
・
ド
ゥ
ヴ
ォ
ワ
ー
ル
』
紙
が
強
硬
に
反
対
を
唱
え
る
一
方
で
、

　
平
時
に
は
自
由
党
寄
り
の
立
場
に
あ
っ
た
『
ラ
・
プ
レ
ス
（
卜
織
℃
竃
物
越
二
紙
は
、

　
徴
兵
剃
を
条
件
付
き
で
容
認
し
た
。
卜
“
㌔
誌
跨
魯
一
①
竃
醸
巳
一
8

⑨
大
戦
後
に
編
纂
さ
れ
た
公
式
戦
史
に
よ
れ
ば
、
オ
ン
タ
リ
オ
か
ら
の
従
軍
者
は

　
約
二
四
万
三
〇
〇
〇
入
（
従
軍
可
能
人
口
の
三
六
・
八
パ
ー
セ
ン
ト
）
、
ケ
ベ
ッ

　
ク
か
ら
の
従
軍
者
は
約
八
万
八
○
○
○
人
（
同
じ
く
一
九
・
九
パ
ー
セ
ン
ト
）
。

　
〉
．
国
O
¢
腰
矧
§
9
ミ
顛
σ
8
透
駄
ミ
衛
O
§
ミ
§
N
き
§
題
ミ
導
恥
O
鳶
ミ

　
謬
、
N
℃
N
職
丸
Q
◎
、
○
畔
四
≦
ρ
お
ω
Q
。
噂
薯
．
α
O
l
し
・
H
．
た
だ
し
、
こ
の
統
計
に
閲
し
て
は
、

　
従
軍
可
能
人
口
に
関
す
る
不
正
確
さ
や
、
志
願
兵
と
徴
兵
制
に
よ
る
入
隊
者
が
区

　
別
さ
れ
て
い
な
い
な
ど
、
い
く
つ
か
の
統
計
上
の
不
備
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
O
．

　
》
・
ω
冨
6
Φ
■
、
国
釜
日
ヨ
Φ
簿
ぎ
鋒
Φ
O
臼
。
富
巴
一
碧
国
巻
Φ
＆
江
。
二
戸
閃
。
「
8

　
一
㊤
置
山
露
。
。
“
〉
菊
①
賦
8
巴
》
コ
餌
貯
ω
6
．
噂
冒
ミ
ミ
N
駄
9
ミ
ミ
§
の
嚇
ミ
ミ
塁
く
。
ド
○
。
”

　
コ
。
．
傘
｝
ゆ
Q
。
㌣
o
。
倉
忘
」
？
一
メ

⑩
ブ
ー
ラ
サ
は
大
戦
勃
発
の
直
後
か
ら
、
『
ル
・
ド
ゥ
ヴ
ォ
ワ
ー
ル
㎞
紙
に
掲
載

　
さ
れ
た
論
説
記
事
を
、
英
語
版
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
と
し
て
再
版
し
て
い
た
。
主
要

　
な
も
の
と
し
て
、
以
下
が
挙
げ
ら
れ
る
。
出
窪
ユ
切
。
¢
鑓
ω
ω
ρ
↓
ぎ
b
袋
耐
駄

　
G
s
ミ
職
“
ミ
き
鴨
、
ミ
絶
ミ
專
鴨
寒
ζ
o
摸
お
巴
．
一
㊤
一
9
9
隷
織
ミ
ミ
煽
ミ
職
§
ミ
§
隷
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ミ
琶
ミ
僑
§
3
ζ
o
コ
鍾
Φ
舞
｝
漫
9

⑪
響
巳
b
d
。
霞
器
貫
、
、
§
篭
§
壽
、
、
．
ミ
ミ
ぽ
融
9
ミ
§
ζ
曾
墓
蝕
・
6
§

　
b
．
ω
．

⑫
旨
O
国
8
鉦
轟
§
恥
9
§
ミ
騒
箪
、
毎
ミ
ミ
ミ
沁
§
凡
§
駄
、
S
ミ
§
ミ

　
N
も
N
N
6
0
8
簿
ρ
H
㊤
H
Q
Q
。
P
ミ
ρ

⑬
羅
羨
し
u
。
霞
。
。
。
・
ω
”
。
、
G
§
逡
鳩
§
篤
§
、
写
g
。
7
塾
口
8
ζ
8
g
舞
6
H
刈
も
．

　
ト
こ
ρ

⑭
ミ
猟
℃
p
b
。
￥
卜
。
卜
。
■

⑮
き
ミ
も
』
9
ブ
ー
ラ
サ
は
、
帰
化
し
て
い
な
い
非
イ
ギ
リ
ス
・
フ
ラ
ン
ス
系

　
移
民
は
徴
兵
制
の
対
象
と
な
ら
な
い
た
め
、
「
カ
ナ
ダ
の
最
初
の
居
佳
詩
」
で
あ

　
る
イ
ギ
リ
ス
・
フ
ラ
ン
ス
系
の
カ
ナ
ダ
人
が
戦
争
で
人
口
を
減
ら
せ
ば
、
最
終
的

　
に
カ
ナ
ダ
が
「
外
国
人
」
に
奪
わ
れ
て
し
ま
う
と
い
う
、
意
図
せ
ざ
る
結
果
を
警

　
告
し
た
。
こ
う
し
た
人
種
主
義
的
思
考
は
ブ
ー
ラ
サ
だ
け
に
限
ら
れ
る
も
の
で
は

　
な
く
、
東
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
系
移
民
の
な
か
に
は
、
も
と
も
と
保
持
し
て
い
た
国
籍
を

　
理
由
に
、
「
ド
イ
ツ
・
オ
ー
ス
ト
リ
ア
系
」
と
し
て
、
強
制
収
容
所
に
抑
留
さ
れ

　
た
事
例
も
あ
る
。
こ
う
し
た
第
一
次
世
界
大
戦
下
の
東
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
系
マ
イ
ノ
リ

　
テ
ィ
に
関
す
る
事
例
研
究
の
　
例
と
し
て
、
閃
誘
き
。
①
ω
ω
≦
買
首
山
撃
傷
旨
宍

　
日
ぎ
ヨ
9
8
（
Φ
住
。
。
．
〉
魍
卜
遷
ミ
照
焼
裏
合
O
ミ
ミ
篤
鼻
寒
ミ
帆
ミ
ミ
、
句
§
O
§
織
§

　
職
ミ
等
お
ミ
鳴
O
鳶
ミ
導
き
国
α
ヨ
。
冨
8
芦
お
。
。
ω
が
あ
る
。

⑯
カ
ナ
ダ
は
イ
ギ
リ
ス
本
国
と
同
じ
く
、
主
に
宗
教
的
信
条
に
基
づ
く
兵
役
拒
否

　
者
を
「
良
心
的
兵
役
拒
否
者
（
O
o
ロ
ω
o
δ
口
け
δ
島
○
σ
冨
0
8
同
、
し
ば
し
ば
C
O
と

　
略
記
さ
れ
た
と
と
規
定
し
、
一
定
の
配
慮
を
行
っ
た
。
対
象
者
に
よ
る
兵
役
拒

　
否
の
申
し
立
て
ば
、
所
定
の
要
件
に
基
づ
い
て
審
査
さ
れ
、
軍
事
訓
練
の
免
除
や

　
非
戦
闘
業
務
へ
の
配
置
転
換
な
ど
が
認
め
ら
れ
た
。
史
料
上
の
制
約
か
ら
、
カ
ナ

　
ダ
に
お
け
る
良
心
的
兵
役
拒
否
者
の
実
数
は
不
明
だ
が
、
一
九
一
一
年
の
国
勢
調

　
査
で
の
申
告
に
し
た
が
え
ば
、
潜
在
的
に
申
し
立
て
を
行
い
う
る
宗
教
を
信
仰
す

　
る
対
象
者
は
、
約
二
万
六
〇
〇
〇
人
存
在
し
た
こ
と
に
な
る
。
た
だ
し
、
イ
ギ
リ

　
ス
本
国
で
こ
う
し
た
兵
役
彰
彰
が
大
き
な
社
会
問
題
と
な
っ
た
の
と
は
対
照
的
に
、

　
戦
時
下
お
よ
び
大
戦
後
の
カ
ナ
ダ
の
メ
デ
ィ
ア
に
お
い
て
、
良
心
的
兵
役
拒
否
者

　
に
つ
い
て
報
じ
ら
れ
る
こ
と
は
稀
で
あ
っ
た
。
〉
．
｝
．
ω
ロ
鋤
≦
．
O
寛
平
ミ

　
◎
§
恥
織
§
q
頸
G
§
鶏
紺
騙
ミ
。
§
O
ミ
魯
勘
ミ
ミ
9
国
ミ
織
魯
職
ミ
§
晦
き
内
達
誘
、

　
き
＼
ミ
導
き
く
雪
8
¢
＜
興
b
8
9
燈
や
㊤
山
ρ

⑰
9
9
鴨
し
㎝
U
①
8
ヨ
σ
Φ
貫
9
。
贈
魯
ミ
∪
①
8
ヨ
ぴ
興
6
§
↓
ミ
。
坤
§
b
ミ
⑤

　
⑦
ミ
き
δ
U
①
8
ヨ
ぴ
①
5
§
、
§
琳
o
b
ミ
セ
動
言
、
嵩
H
）
①
8
ヨ
σ
興
一
ゆ
一
メ

⑱
た
だ
し
、
フ
ラ
ン
ス
系
が
人
口
の
年
三
〇
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
た
ニ
ュ
ー
ブ
ラ

　
ン
ズ
ウ
ィ
ッ
ク
で
は
、
連
立
与
党
が
自
由
党
よ
り
も
多
く
の
議
席
を
獲
得
し
て
お

　
り
、
ケ
ベ
ッ
ク
ほ
ど
の
苛
烈
な
反
徴
兵
制
運
動
が
起
こ
る
こ
と
も
な
か
っ
た
。
こ

　
う
し
た
フ
ラ
ン
ス
系
カ
ナ
ダ
内
部
の
差
異
は
、
（
必
ず
し
も
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
に
回

　
収
さ
れ
な
い
）
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
の
世
論
形
成
の
重
要
性
を
示
し
て
い
る
。
こ

　
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
＞
p
貯
①
≦
日
匿
。
σ
鉱
μ
§
僑
し
。
篭
紺
、
ミ
＼
竃
無
黛
ミ
達

　
〉
⑧
ミ
し
ロ
ミ
浅
§
審
§
蹴
導
鴨
O
o
誠
ミ
骨
咋
凡
§
O
識
鴇
恥
駄
N
℃
N
N
閃
吋
巴
Φ
ユ
0
8
P

　
N
O
O
。
。
を
参
照
。
つ
ま
り
、
「
フ
ラ
ン
ス
系
」
「
ケ
ベ
ッ
ク
」
「
徴
兵
制
反
対
派
」

　
「
自
由
党
へ
の
投
票
」
と
い
っ
た
要
素
の
連
続
性
は
、
必
ず
し
も
自
明
視
す
る
こ

　
と
が
で
き
な
い
。
と
は
い
え
、
本
稿
で
の
議
論
が
示
す
よ
う
に
、
同
時
代
の
カ
ナ

　
ダ
人
自
身
の
思
考
が
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
に
束
縛
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
事
実
で
あ
り
、

　
イ
ギ
リ
ス
系
と
フ
ラ
ン
ス
系
と
い
う
対
立
軸
そ
の
も
の
は
、
や
は
り
厳
然
と
し
て

　
存
在
し
て
い
た
と
い
え
る
。

⑲
O
H
磐
賢
覧
Φ
ぎ
き
山
匹
房
ヨ
鐸
ヒ
ロ
、
罫
§
℃
§
ミ
§
も
．
鐸
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二
　
第
二
次
世
界
大
戦
時
の
徴
兵
制
論
争

（
じ
　
第
㎜
次
世
界
大
戦
の
記
憶
と
徴
兵
制

第一次・第二次世界大戦期のカナダにおける徴兵制論争（津田）

　
微
兵
制
論
争
に
よ
る
国
内
の
軋
櫟
と
は
裏
腹
に
、
カ
ナ
ダ
に
と
っ
て
の
第
一
次
世
界
大
戦
は
、
国
民
国
家
と
し
て
の
自
立
と
主
権
拡
張
を
も

た
ら
し
た
戦
争
で
も
あ
っ
た
。
イ
ギ
リ
ス
帝
国
お
よ
び
連
合
国
に
対
す
る
軍
事
的
貢
献
を
評
価
さ
れ
た
カ
ナ
ダ
は
、
大
戦
後
の
パ
リ
講
和
会
議

で
独
自
の
代
表
権
を
認
め
ら
れ
た
。
帝
国
戦
時
会
議
を
引
き
継
い
だ
帝
国
会
議
が
、
　
九
一
三
年
の
ウ
ェ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
ー
憲
章
に
結
実
し
た

こ
と
が
示
す
よ
う
に
、
カ
ナ
ダ
は
多
大
な
戦
争
貢
献
の
対
価
と
し
て
、
外
交
権
を
含
む
ド
ミ
ニ
オ
ン
と
し
て
の
主
権
を
獲
得
し
た
。
新
た
に
発

足
し
た
コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
体
制
は
、
イ
ギ
リ
ス
的
民
主
主
義
の
象
徴
と
し
て
喧
伝
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
帝
国
関
係
の
発
展
や
「
自
由
と
民
主
主

義
の
防
衛
」
と
い
っ
た
レ
ト
リ
ッ
ク
は
、
悲
惨
な
戦
争
の
経
験
を
輝
か
し
い
正
戦
の
記
憶
へ
と
転
化
し
、
国
民
国
家
と
し
て
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

ム
と
帝
国
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
強
化
す
る
機
能
を
果
た
し
た
。

　
例
え
ば
、
か
つ
て
の
激
戦
地
ヴ
ィ
ミ
i
・
リ
ッ
ジ
で
一
九
三
六
年
に
行
わ
れ
た
戦
争
記
念
碑
除
幕
式
で
は
、
ウ
ェ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
ー
憲
章
に

よ
っ
て
「
カ
ナ
ダ
国
王
」
と
な
っ
た
エ
ド
ワ
ー
ド
八
津
が
、
大
戦
中
に
命
を
落
と
し
た
戦
争
詩
人
に
言
及
し
な
が
ら
、
一
〇
万
人
以
上
の
聴
衆

に
語
り
か
け
て
い
る
。
「
今
日
、
カ
ナ
ダ
か
ら
三
〇
〇
〇
マ
イ
ル
の
彼
方
で
、
私
た
ち
は
こ
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
の
前
に
集
っ
て
い
ま
す
…
…
イ

ン
グ
ラ
ン
ド
詩
人
ル
バ
ー
ト
・
ブ
ル
ッ
ク
は
、
そ
の
遺
言
を
イ
オ
ニ
ア
の
島
に
葬
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
彼
は
自
分
が
眠
る
場
所
が
『
永
遠
な
る

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
』
と
な
る
だ
ろ
う
と
書
き
残
し
て
い
ま
す
。
彼
が
命
を
捧
げ
た
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
。
彼
が
語
っ
た
寓
話
は
、
今
日
こ
こ
で
生
き

た
真
実
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
寓
話
が
現
実
と
な
る
こ
と
［
記
念
碑
が
立
つ
敷
地
の
カ
ナ
ダ
へ
の
委
譲
］
は
、
幾
千
も
の
カ
ナ
ダ
の
喜
々
に

慰
め
を
与
え
る
と
思
い
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
、
ヴ
イ
ミ
ー
の
丘
に
そ
び
え
立
つ
こ
の
栄
誉
あ
る
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
は
、
今
後
永
遠
に
カ
ナ
ダ
の
一
部

だ
か
ら
で
す
。
カ
ナ
ダ
の
息
子
た
ち
の
遺
体
は
故
郷
か
ら
は
る
か
遠
く
に
眠
っ
て
い
ま
す
が
…
…
彼
ら
の
不
滅
の
記
憶
は
、
カ
ナ
ダ
の
九
州
の
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②

あ
ら
ゆ
る
土
地
と
同
じ
、
カ
ナ
ダ
の
大
地
で
顕
彰
さ
れ
て
い
る
の
で
す
」
。
除
幕
式
の
ラ
ジ
オ
放
送
を
耳
に
し
た
戦
没
者
の
遺
族
は
、
次
の
よ

う
な
証
言
を
残
し
て
い
る
。
「
私
は
式
典
の
放
送
を
聴
き
ま
し
た
。
い
つ
の
日
か
ヴ
イ
ミ
ー
を
訪
れ
て
記
念
碑
を
目
に
し
、
私
の
兄
弟
の
名
前

を
見
つ
け
た
い
と
思
い
ま
す
」
。
「
私
の
思
い
は
、
私
が
｝
八
か
月
の
う
ち
に
失
っ
た
四
人
の
兄
弟
と
と
も
に
あ
り
ま
し
た
。
私
た
ち
は
十
分
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③
　
　
　
　
　
　
　
、

役
割
を
果
た
し
た
と
思
い
ま
す
。
私
た
ち
は
皆
、
も
う
二
度
と
戦
争
が
起
こ
ら
な
い
こ
と
を
願
い
、
固
く
信
じ
て
い
ま
す
」
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
う
し
た
イ
ギ

リ
ス
系
を
中
心
と
す
る
「
記
憶
の
場
」
で
は
、
肉
親
を
失
っ
た
悲
し
み
と
「
カ
ナ
ダ
人
」
と
し
て
の
戦
争
貢
献
へ
の
誇
り
、
イ
ギ
リ
ス
帝
国
と

の
連
帯
が
共
存
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
「
戦
争
を
終
わ
ら
せ
る
た
め
の
戦
争
」
と
い
う
大
義
に
心
の
慰
め
を
見
出
し
、
戦
争
の
根
絶
を
願
っ
た
人
々
の
思
い
は
、
厳
し
い
現
実
の
前

に
崩
れ
去
っ
た
。
一
九
三
九
年
九
月
一
日
の
ド
イ
ツ
に
よ
る
ポ
ー
ラ
ン
ド
侵
攻
か
ら
一
週
間
後
、
カ
ナ
ダ
議
会
は
自
ら
の
権
限
を
行
使
し
て
、

第
二
次
世
界
大
戦
へ
の
参
戦
を
決
定
し
た
。
第
一
次
世
界
大
戦
の
開
戦
時
と
異
な
り
、
完
全
な
主
権
国
家
と
な
っ
た
カ
ナ
ダ
に
は
原
理
上
、
参

戦
を
回
避
す
る
選
択
肢
も
あ
り
え
た
が
、
そ
の
可
能
性
は
論
じ
ら
れ
な
か
っ
た
。
首
相
W
・
L
・
M
・
キ
ン
グ
は
、
参
戦
の
動
議
を
提
出
し
た

自
由
党
下
院
議
員
H
・
S
・
ハ
ミ
ル
ト
ン
と
」
・
A
・
ブ
ラ
ン
シ
ェ
ッ
ト
が
第
一
次
世
界
大
戦
時
の
志
願
兵
で
あ
っ
た
こ
と
に
言
及
し
た
上
で
、

カ
ナ
ダ
の
結
束
を
こ
う
強
調
し
た
。
「
両
議
員
は
人
種
的
出
自
を
異
に
し
、
ま
た
宗
教
上
の
見
解
の
い
く
つ
か
の
点
を
異
に
す
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
フ
ラ
ン
ス
系
と
イ
ギ
リ
ス
系
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
と
カ
ト
リ
ッ
ク
を
代
表
し
て
、
隣
り
合
っ
て
立
っ
て
い
る
…
…
我
々
の
法
制
上
の
権

利
や
自
由
は
、
ど
こ
か
ら
来
る
の
か
。
我
々
の
信
教
の
自
由
は
、
ど
こ
か
ら
来
る
の
か
。
我
々
は
、
自
由
の
た
め
に
命
を
捧
げ
る
こ
と
を
決
し

て
厭
わ
な
か
っ
た
イ
ギ
リ
ス
と
フ
ラ
ン
ス
の
人
々
と
、
ま
さ
に
カ
ナ
ダ
の
地
で
そ
の
例
に
な
ら
っ
た
彼
ら
の
子
孫
か
ら
の
遺
産
と
し
て
、
我
々

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

の
自
由
の
多
く
を
得
た
の
だ
」
。
ロ
ー
リ
エ
の
後
継
者
で
あ
る
キ
ン
グ
は
、
カ
ナ
ダ
が
抱
え
る
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
や
文
化
の
差
異
を
逆
説
的
に
利

用
し
て
、
薪
た
な
正
戦
の
遂
行
を
正
当
化
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
キ
ン
グ
は
愛
国
的
な
演
説
と
同
時
に
、
徴
兵
制
の
再
導
入
に
つ
い
て
は
、
喫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

緊
の
必
要
性
が
生
じ
る
ま
で
判
断
を
保
留
す
る
と
い
う
、
政
権
獲
得
時
の
見
解
を
確
認
し
た
。
政
治
判
断
の
慎
重
さ
で
定
評
の
あ
っ
た
彼
は
、

徴
兵
制
に
対
す
る
賛
否
を
意
図
的
に
曖
昧
に
し
、
決
定
的
な
判
断
を
先
延
ば
し
に
す
る
こ
と
で
、
社
会
的
分
断
を
回
避
す
る
戦
略
を
と
っ
た
の
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第～次・第二次世界大戦期のカナダにおける徴兵制論争（津田）

で
あ
る
。

　
こ
れ
に
対
し
て
、
一
九
四
一
年
＝
月
に
野
党
保
守
党
の
党
首
と
な
っ
た
ミ
ー
エ
ン
は
、
第
一
次
世
界
大
戦
時
と
同
様
の
論
拠
に
基
づ
い
て
、

徴
兵
制
の
再
導
入
お
よ
び
与
野
党
を
横
断
し
た
挙
国
一
致
内
閣
の
結
成
を
呼
び
か
け
た
。
キ
ン
グ
に
と
っ
て
は
、
フ
ラ
ン
ス
系
か
ら
の
徴
兵
制

に
対
す
る
反
発
と
、
（
自
由
党
の
同
僚
を
含
む
）
イ
ギ
リ
ス
系
か
ら
の
総
力
戦
体
制
の
要
請
に
さ
ら
さ
れ
な
が
ら
、
難
し
い
政
権
運
営
を
強
い
ら

れ
た
。
こ
こ
で
争
点
の
一
つ
と
な
っ
た
の
は
、
徴
兵
制
に
関
す
る
負
の
記
憶
を
も
つ
ケ
ベ
ッ
ク
の
反
発
が
明
ら
か
な
状
況
に
お
い
て
、
ど
の
よ

う
な
手
続
き
に
基
づ
い
て
、
カ
ナ
ダ
国
民
の
意
志
を
問
う
べ
き
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
こ
う
し
た
問
い
そ
の
も
の
は
、
総
選
挙
と
い
う
先
の

大
戦
時
の
政
策
判
断
の
検
証
と
い
う
か
た
ち
で
、
大
戦
間
期
か
ら
続
い
て
い
た
。
法
務
大
臣
と
し
て
当
事
者
で
あ
っ
た
ミ
ー
エ
ン
は
、
一
九
二

七
年
の
保
守
党
全
国
大
会
に
お
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
懐
し
て
い
る
。
「
何
千
人
で
は
な
く
て
も
、
何
百
人
も
の
保
守
党
員
が
我
々
に
対
し
て
、

も
し
国
民
投
票
の
訴
え
が
行
わ
れ
て
い
れ
ば
、
も
し
戦
争
の
早
期
に
国
民
の
声
を
確
認
し
て
い
れ
ば
、
カ
ナ
ダ
に
と
っ
て
よ
り
よ
か
っ
た
だ
ろ

う
と
告
げ
た
。
戦
争
の
間
に
激
し
く
な
っ
た
、
苦
く
破
壊
的
な
非
難
は
、
そ
う
し
た
方
法
［
国
民
投
票
］
で
、
民
主
主
義
国
家
が
発
す
る
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

の
で
き
る
最
も
権
威
あ
る
声
に
よ
っ
て
、
静
め
ら
れ
た
こ
と
だ
ろ
う
」
。
再
び
大
戦
を
迎
え
た
ミ
ー
エ
ン
は
、
前
政
権
時
代
の
教
訓
を
ふ
ま
え

て
、
徴
兵
制
に
対
す
る
支
持
を
よ
り
明
確
に
示
す
た
め
の
方
策
と
し
て
、
国
民
投
票
の
実
施
を
要
求
し
た
。
こ
こ
で
の
国
民
投
票
は
、
あ
く
ま

で
徴
兵
制
を
早
期
に
実
施
す
る
た
め
の
過
程
と
さ
れ
て
お
り
、
反
対
票
が
上
回
る
よ
う
な
事
態
は
想
定
さ
れ
て
い
な
い
。

　
そ
の
一
方
、
大
戦
間
期
の
ケ
ベ
ッ
ク
の
状
況
に
目
を
転
じ
る
と
、
後
年
の
ケ
ベ
ッ
ク
分
離
主
義
の
先
駆
と
な
る
よ
う
な
、
新
た
な
政
治
動
向

が
確
認
で
き
る
。
そ
の
一
例
が
、
一
九
三
二
年
に
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
大
学
の
学
生
を
中
心
と
し
て
結
成
さ
れ
た
「
若
き
カ
ナ
ダ

（匂

ｳ
§
Φ
δ
き
蝕
餌
）
」
で
あ
る
。
「
若
き
カ
ナ
ダ
」
は
イ
ギ
リ
ス
系
に
よ
る
同
化
主
義
的
政
策
に
反
対
し
、
フ
ラ
ン
ス
語
お
よ
び
カ
ト
リ
ッ
ク
信

仰
を
中
心
と
す
る
フ
ラ
ン
ス
系
文
化
の
保
護
を
求
め
た
。
こ
う
し
た
論
調
は
、
ブ
ー
ラ
サ
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
も
共
通
す
る
が
、
「
若
き
カ

ナ
ダ
」
の
運
動
に
特
徴
的
な
の
は
、
ケ
ベ
ッ
ク
文
化
の
保
護
を
可
能
と
す
る
た
め
の
前
提
と
し
て
、
連
邦
政
府
に
対
す
る
ケ
ベ
ッ
ク
州
の
自
律

性
（
す
な
わ
ち
「
主
権
」
）
の
獲
得
を
求
め
た
点
で
あ
る
。
と
り
わ
け
、
一
九
三
三
年
か
ら
三
五
年
に
「
若
き
カ
ナ
ダ
」
の
代
表
を
務
め
た
ア
ン
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ド
レ
・
ロ
ー
ラ
ン
ド
ー
は
、
ケ
ベ
ッ
ク
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
唱
え
る
月
刊
誌
『
ラ
ク
シ
ョ
ン
・
ナ
シ
ョ
ナ
ル
（
卜
冨
ミ
§
蕊
§
§
ミ
鳴
二
の
編

集
者
と
し
て
、
第
二
次
世
界
大
戦
中
の
反
徴
兵
制
運
動
（
さ
ら
に
は
　
九
六
〇
年
代
の
二
欝
語
・
二
文
化
主
義
に
関
す
る
王
立
委
員
会
）
に
お
い
て
、

主
導
的
な
役
割
を
果
た
し
た
。
第
二
次
世
界
大
戦
中
の
徴
兵
制
論
争
は
、
こ
う
し
た
フ
ラ
ン
ス
系
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
の
世
代
交
代
と
連
関
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

か
た
ち
で
、
進
展
す
る
こ
と
に
な
る
。

（
二
）
　
一
九
四
二
年
徴
兵
舗
国
民
投
票

　
カ
ナ
ダ
は
第
二
次
世
界
大
戦
の
勃
発
直
後
か
ら
、
連
合
国
に
対
す
る
人
的
・
物
的
支
援
を
積
極
的
に
行
っ
た
。
首
相
キ
ン
グ
は
、
政
府
に
よ

る
効
率
的
な
資
源
配
分
を
可
能
に
す
る
た
め
、
一
九
四
〇
年
六
月
一
七
日
に
国
家
資
源
動
員
法
（
理
事
8
巴
園
Φ
ω
。
霞
8
ω
ζ
。
σ
一
蔚
巴
。
p
》
9
、
以

下
N
R
M
A
）
の
法
案
を
提
出
し
た
。
N
R
M
A
に
は
、
従
軍
対
象
と
な
る
成
人
男
性
に
対
し
て
、
兵
役
義
務
や
雇
用
先
の
制
限
を
課
す
規
定

が
含
ま
れ
た
が
、
兵
役
義
務
に
よ
る
従
軍
地
域
は
カ
ナ
ダ
国
内
と
さ
れ
、
海
外
派
兵
に
つ
い
て
は
、
従
来
通
り
志
願
兵
の
み
に
限
定
さ
れ
た
。

キ
ン
グ
は
こ
の
理
由
に
つ
い
て
、
志
願
兵
制
に
よ
る
募
兵
が
順
調
に
進
ん
で
い
る
こ
と
を
挙
げ
た
上
で
、
海
外
派
兵
の
た
め
の
徴
兵
制
を
導
入

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

す
る
意
志
の
な
い
こ
と
を
、
改
め
て
確
認
し
て
い
る
。
N
R
M
A
は
、
与
野
党
か
ら
圧
倒
的
賛
同
を
得
て
成
立
し
た
も
の
の
、
イ
ギ
リ
ス
系
議

員
に
は
徴
兵
制
に
よ
る
海
外
派
兵
の
必
要
性
を
説
く
声
も
根
強
く
、
先
の
大
戦
か
ら
続
く
徴
兵
制
の
問
題
は
、
対
立
の
火
種
と
し
て
依
然
く
す

ぶ
り
続
け
て
い
た
。

　
徴
兵
制
を
め
ぐ
る
状
況
の
転
機
と
な
っ
た
の
は
、
一
九
四
一
年
一
二
月
、
カ
ナ
ダ
軍
が
防
衛
す
る
香
港
が
陥
落
し
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
戦
況

の
悪
化
を
受
け
て
、
野
党
党
首
ミ
ー
エ
ン
は
、
徴
兵
制
に
よ
る
海
外
派
兵
を
よ
り
強
硬
に
主
張
す
る
よ
う
に
な
り
、
与
党
内
に
お
い
て
も
、
国

防
大
臣
」
・
L
・
ラ
ル
ス
ト
ン
な
ど
の
徴
兵
制
賛
成
派
が
、
首
相
キ
ン
グ
の
方
針
に
反
対
し
て
、
海
外
派
兵
を
前
提
と
す
る
徴
兵
制
の
導
入
を

求
め
始
め
た
。
社
会
的
分
断
の
回
避
を
艮
指
し
て
き
た
キ
ン
グ
は
、
ケ
ベ
ッ
ク
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
を
中
心
と
す
る
徴
兵
制
反
対
派
と
自
由
党

の
同
僚
を
含
む
徴
兵
制
賛
成
派
の
板
挟
み
と
な
り
、
徴
兵
制
に
対
す
る
何
ら
か
の
意
思
表
示
を
求
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
キ
ン
グ
は
自
ら
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第一次・第二次慢界大戦期のカナダにおける徴兵制論争（津田）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

の
政
策
判
断
を
避
け
、
微
兵
制
を
め
ぐ
る
国
民
投
票
を
実
施
す
る
決
定
を
下
し
た
。
国
民
投
票
の
文
面
は
、
「
兵
役
の
た
め
の
募
兵
の
方
法
を

制
限
し
て
き
た
、
過
去
の
公
約
に
よ
っ
て
生
じ
る
義
務
か
ら
、
政
府
を
解
放
す
る
こ
と
に
賛
成
し
ま
す
か
」
と
い
う
曖
昧
な
表
現
で
、
徴
兵
制

に
よ
る
海
外
派
兵
を
解
禁
す
る
か
否
か
の
み
を
問
う
も
の
で
あ
っ
た
。
キ
ン
グ
自
身
が
徴
兵
制
の
導
入
に
消
極
的
な
こ
と
か
ら
、
仮
に
徴
兵
制

を
導
入
す
る
と
し
て
も
、
そ
の
導
入
時
期
や
規
模
な
ど
は
明
言
さ
れ
な
か
っ
た
。

　
こ
う
し
た
議
会
で
の
動
き
と
連
動
し
て
、
ケ
ベ
ッ
ク
で
は
一
九
四
二
年
一
月
、
カ
ナ
ダ
防
衛
連
盟
（
江
讐
Φ
℃
。
霞
冨
U
σ
h
窪
ω
Φ
α
霜
0
き
巴
鋤
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

が
結
成
さ
れ
、
激
し
い
反
徴
兵
制
運
動
が
展
開
し
た
。
『
ル
・
ド
ゥ
ヴ
ォ
ワ
ー
ル
㎏
紙
上
で
の
連
盟
の
宣
言
か
ら
は
、
カ
ナ
ダ
が
志
願
兵
制
の

下
で
す
で
に
十
分
な
兵
員
を
提
供
し
て
い
る
と
す
る
主
張
や
、
過
度
の
軍
事
的
負
担
に
よ
る
経
済
破
綻
へ
の
懸
念
な
ど
、
第
一
次
世
界
大
戦
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

の
反
徴
兵
制
運
動
と
の
類
似
が
明
ら
か
で
あ
る
。
第
二
次
世
界
大
戦
下
の
反
徴
兵
制
運
動
に
み
ら
れ
る
特
徴
は
、
先
述
の
ロ
ー
ラ
ン
ド
ー
や

ブ
！
ラ
サ
に
加
え
て
、
ユ
ニ
オ
ン
・
ナ
シ
ョ
ナ
ル
党
a
コ
冨
Σ
9
。
鉱
8
。
・
包
を
率
い
て
一
九
三
六
年
か
ら
三
九
年
お
よ
び
四
四
年
か
ら
五
九
年

ま
で
長
期
政
権
を
維
持
し
た
保
守
系
政
治
家
モ
ー
リ
ス
・
デ
ュ
プ
レ
ッ
シ
、
の
ち
に
首
相
と
し
て
多
文
化
主
義
政
策
を
推
進
す
る
ピ
エ
ー
ル
・

ト
ル
ド
ー
な
ど
、
先
の
大
戦
時
に
も
ま
し
て
、
多
様
な
世
代
や
政
治
的
立
場
に
属
す
る
人
々
を
糾
合
し
た
点
に
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
イ
ギ
リ
ス

系
に
よ
る
徴
兵
制
の
導
入
が
「
反
民
主
主
義
的
」
で
あ
る
と
し
て
糾
弾
さ
れ
、
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
で
あ
る
フ
ラ
ン
ス
系
が
党
派
を
超
え
て
結
束
し
、

抵
抗
す
る
必
要
性
が
叫
ば
れ
た
。

　
～
九
四
二
年
四
月
二
七
日
に
行
わ
れ
た
圏
民
投
票
の
結
果
は
、
表
4
の
通
り
で
あ
る
。
ケ
ベ
ッ
ク
で
反
対
票
が
七
三
パ
ー
セ
ン
ト
に
上
っ
た

一
方
で
、
ケ
ベ
ッ
ク
以
外
の
す
べ
て
の
地
域
で
は
、
賛
成
票
が
圧
倒
的
多
数
を
占
め
、
カ
ナ
ダ
全
体
で
賛
成
票
が
六
四
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
っ
た

こ
と
で
、
カ
ナ
ダ
国
民
は
、
徴
兵
制
に
よ
る
海
外
派
兵
へ
の
賛
意
を
示
し
た
と
さ
れ
た
。
ロ
ー
ラ
ン
ド
ー
は
後
年
の
回
想
録
に
お
い
て
、
こ
の

選
挙
結
果
を
「
人
種
に
よ
る
投
票
」
と
表
現
し
、
主
に
イ
ギ
リ
ス
系
と
し
て
表
象
さ
れ
る
徴
兵
制
賛
成
派
と
フ
ラ
ン
ス
系
を
中
心
と
す
る
徴
兵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

制
反
対
派
と
の
問
の
、
世
論
の
落
差
を
論
じ
て
い
る
。
当
時
の
英
語
系
薪
聞
は
軒
並
み
、
ケ
ベ
ッ
ク
だ
け
が
異
な
る
投
票
結
果
を
示
し
た
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

と
い
っ
て
、
他
の
地
域
に
お
け
る
民
意
を
無
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
報
じ
た
。
ケ
ベ
ッ
ク
の
選
挙
区
の
な
か
に
は
、
じ
つ
に
九
〇
パ
ー
セ
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表4　1942年徴兵制国民投票の結果

賛成票（比率） 反対票（比率）

アルバータ 186，172（7196） 75，427（29％）

ブリティッシュコロンビア 254，301（80％） 63，314（20％）

マニトバ 221，198（8096） 55，735（20％）

ニューブランズウィック 105，602（7096） 45，940（30％）

ノヴァスコシア 120，382（78％） 33，043（22％）

オンタリオ 1，217，604（8496） 235，350（16％）

プリンスエドワードアイランド 23，660（83％） 4，841（17％）

ケベック 376，188（2796） 993，663（73％）

サスカチュワン 188，116（72％） 74，371（28％）

ユーコン 860（7396） 317（27％）

イエローナイフ行政区 313（72％） 120（28％）

従軍者票 251，118（80％） 60，885（20％）

合　　計 2，945，514（64％） 1，643，006（36％）

※投票率は，白票などの無効票（50，327票，総投票数の1％）を含めて，カナ

　ダ全体で71％。

典拠：Canada　Gazette，27　June　l942，　p，5461より算出。

ン
ト
以
上
が
反
対
票
を
投
じ
た
選
挙
区
も
存
在
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
う

し
た
民
意
が
数
の
圧
力
の
前
に
敗
北
に
し
た
事
実
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
以
降

の
ケ
ベ
ッ
ク
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
（
例
え
ば
、
一
九
八
○
年
・
九
五
年
の
ケ
ベ
ッ
ク

分
離
投
票
な
ど
）
に
お
い
て
、
し
ば
し
ば
引
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
、
決
定
的

な
経
験
と
な
っ
た
。
国
民
投
票
と
い
う
「
民
主
主
義
的
」
な
意
志
決
定
の
方
法

は
、
フ
ラ
ン
ス
系
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
が
お
か
れ
て
い
る
立
場
と
そ
の
限
界
を
、
目

に
見
え
る
か
た
ち
で
先
鋭
化
さ
せ
る
結
果
を
も
た
ら
し
た
。

　
こ
う
し
た
投
票
結
果
を
受
け
て
、
首
相
キ
ン
グ
に
対
す
る
徴
兵
制
導
入
へ
の

圧
力
は
、
さ
ら
に
強
ま
っ
た
。
キ
ン
グ
は
民
意
の
反
映
と
し
て
、
N
R
M
A
か

ら
海
外
派
兵
に
関
す
る
制
限
条
項
を
取
り
除
く
改
正
を
行
っ
た
も
の
の
、
フ
ラ

ン
ス
系
の
反
発
に
配
慮
し
て
、
徴
兵
制
の
導
入
を
先
送
り
に
し
た
。
庶
民
院
で

の
法
改
正
の
審
議
に
お
い
て
、
キ
ン
グ
は
「
必
ず
し
も
徴
兵
制
と
は
限
ら
な
い

が
、
も
し
必
要
で
あ
れ
ば
徴
兵
制
を
」
と
い
う
曖
昧
な
表
現
を
用
い
な
が
ら
、

あ
く
ま
で
も
募
兵
の
方
法
の
一
つ
に
過
ぎ
な
い
徴
兵
制
に
よ
っ
て
、
イ
ギ
リ
ス

系
と
フ
ラ
ン
ス
系
の
対
立
が
表
面
化
し
、
戦
時
下
の
カ
ナ
ダ
の
団
結
そ
の
も
の

が
損
な
わ
れ
る
こ
と
へ
の
懸
念
を
示
し
て
、
即
時
の
徴
兵
制
に
よ
る
海
外
派
兵

　
　
　
　
⑭

を
否
定
し
た
。
キ
ン
グ
は
そ
の
後
も
、
国
防
大
臣
と
し
て
徴
兵
制
反
対
派
の
ア

ン
ド
リ
ュ
ー
・
マ
ク
ノ
ー
ト
ン
大
将
を
起
用
す
る
な
ど
、
徴
兵
制
に
対
し
て
慎

重
な
立
場
を
と
り
続
け
た
。
戦
争
の
長
期
化
を
受
け
て
、
一
九
四
四
年
＝
月
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第一次・第二次世界大戦期のカナダにおける徴兵制論争（津田）

に
は
N
R
M
A
の
兵
役
従
事
者
か
ら
一
万
七
〇
〇
〇
人
が
海
外
派
兵
さ
れ
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
が
、
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
コ
ロ
ン
ビ
ア
州
テ
ラ
ス

で
駐
屯
す
る
兵
役
従
事
者
に
よ
る
暴
動
が
発
生
す
る
な
ど
、
混
乱
が
続
い
た
。
現
在
で
は
、
こ
う
し
た
徴
兵
制
に
よ
る
軋
礫
の
実
例
か
ら
、
社

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

会
的
分
断
を
最
小
限
に
と
ど
め
よ
う
と
す
る
キ
ン
グ
の
姿
勢
に
対
し
て
、
高
く
評
価
す
る
研
究
も
あ
る
。
後
世
の
視
点
か
ら
み
れ
ば
、
総
数
と

し
て
小
規
模
な
N
R
M
A
に
よ
る
海
外
派
兵
は
、
戦
局
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
そ
の
反
面
で
、
「
帝
国
の
総
力
戦
」
の

遂
行
は
、
当
時
の
カ
ナ
ダ
に
対
し
て
、
決
し
て
消
え
る
こ
と
の
な
い
対
立
の
記
憶
を
残
し
た
の
で
あ
る
。

①
第
一
次
世
界
大
戦
の
休
戦
協
定
が
結
ば
れ
た
＝
月
コ
日
に
由
来
す
る
戦
争

　
記
念
日
に
は
、
カ
ナ
ダ
在
郷
軍
人
会
（
O
§
簿
a
壁
い
①
笹
0
5
）
が
主
導
す
る
戦
没

　
者
追
悼
が
さ
か
ん
に
行
わ
れ
、
正
戦
の
記
憶
の
再
生
産
の
場
と
な
っ
た
。
大
戦
間

　
期
に
お
け
る
戦
争
の
記
憶
の
あ
り
よ
う
に
つ
い
て
は
、
津
田
博
司
『
戦
争
の
記
憶

　
と
イ
ギ
リ
ス
帝
国
ー
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
カ
ナ
ダ
に
お
け
る
植
民
地
ナ
シ
ョ
ナ
リ

　
ズ
ム
隔
刀
水
害
房
、
二
〇
＝
～
年
、
四
三
一
五
九
頁
、
お
よ
び
回
旧
く
壁
o
P

　
b
ミ
ミ
恥
も
≧
＆
ミ
さ
ミ
。
建
b
さ
ミ
嚇
簿
鱗
ミ
ミ
鎌
脚
ミ
誌
味
き
、
ミ
導
3

　
＜
壁
o
o
薯
舞
H
Φ
零
を
参
照
。

②
≦
・
≦
．
ζ
自
H
塁
（
①
e
．
ミ
ミ
曾
臥
q
ミ
§
葦
○
欝
≦
鋤
レ
㊤
ω
①
も
．
O
①
．

③
U
．
芝
．
＝
2
9
¢
曝
黛
ミ
塁
鴨
ミ
↓
ミ
、
鋳
ミ
説
蒔
ミ
ミ
鷺
ミ
ミ
聾
勘
衛

　
O
o
ミ
§
鴨
ミ
。
ミ
職
§
旦
咋
ぎ
O
ミ
ミ
き
、
凡
蕊
切
ミ
ミ
長
良
襲
ミ
遵
鳥
§
織

　
G
§
ミ
織
》
N
ミ
℃
丸
§
ψ
○
首
噌
P
同
8
c
。
・
O
』
O
ド

④
凄
島
鋤
B
①
簿
鋤
蔓
U
Φ
ぴ
p
・
8
ω
’
山
○
暴
Φ
o
h
O
。
臼
舅
g
ω
噛
。
。
ω
Φ
讐
①
ヨ
σ
Φ
二
㊤
ω
㊤
も
．

　
お
．

⑤
き
ミ
も
．
ω
①
．

⑥
≧
葺
ξ
㌶
Φ
戯
冨
戸
9
ミ
俺
誌
恥
儀
§
織
§
§
§
翠
黛
↓
o
δ
暑
。
、
H
㊤
お
も
」
＄

⑦
「
若
き
カ
ナ
ダ
」
の
概
略
に
つ
い
て
は
、
ケ
ベ
ッ
ク
州
国
立
図
書
・
公
文
轡
館

　
所
蔵
史
料
の
解
説
を
参
照
。
じ
d
匪
び
葺
Φ
ρ
¢
Φ
簿
〉
巨
ぼ
く
の
の
口
p
に
0
5
鶏
①
ω
α
信

　
O
器
σ
ω
ρ
悶
。
注
。
。
冨
巨
①
δ
き
鋤
亀
9
。
、
O
い
O
b
。
一
く
算
登
＼
＼
皿
ω
欝
a
．
σ
§
ρ
ρ
ρ
＄
＼

　
巷
評
ρ
o
口
開
冨
霞
ω
＼
α
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ω
o
ユ
ロ
鋤
8
」
o
巳
鳴
P
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B
ω
坤
働
凸
O
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ω
O
卜
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¢
8
ミ
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O
。
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Φ
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O
－
8
簿
お
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8
竃
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P
o
置
ω
ω
o
薩
O
い
Q
俸
P
け
巳
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凸
一
即
◎
』
¢
ヨ
毒
圃
審
凸
ω
O
b
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0
。
。
〉

⑧
玉
代
三
筆
窪
3
曙
∪
Φ
σ
跨
Φ
。
。
■
ぎ
＝
ω
Φ
。
h
O
。
琶
ヨ
8
。
。
．
峯
｝
§
①
6
鼻
O
も
．
。
。
鋒

⑨
豊
島
磐
Φ
三
四
蔓
U
①
σ
簿
Φ
ρ
口
8
ω
Φ
。
h
O
。
ヨ
3
8
ω
b
㎝
勾
①
耳
点
数
《
お
脳
b
。
も
．

　
○
◎
卜
。
ρ

⑩
カ
ナ
ダ
防
衛
連
盟
の
概
略
に
つ
い
て
は
、
ケ
ベ
ッ
ク
州
国
立
図
轡
・
公
文
轡
館

　
所
蔵
史
料
の
解
説
を
参
照
。
し
d
筐
陣
。
鴎
8
二
Φ
簿
〉
雲
門
く
Φ
ω
富
什
δ
口
凶
奮
含

　
の
9
σ
Φ
ρ
甥
。
滋
ω
謀
讐
の
8
霞
一
黛
。
隷
h
窪
の
Φ
含
O
磐
艶
9
。
▼
O
ぴ
Ω
①
〈
耳
8
”
＼
＼

　
且
ω
β
『
山
ぴ
p
。
ロ
ρ
ρ
o
・
s
≧
コ
一
8
1
9
興
。
日
折
ω
＼
α
①
ω
o
寓
娼
鉱
。
戸
囲
0
5
α
ω
ぽ
1
帥
資
ρ

　
ω
ご
凸
O
に
8
0
一
お
O
嶺
8
㎝
O
印
戸
8
艮
冨
薩
8
窯
即
P
o
閂
p
。
ω
ω
①
お
［
O
即
O
l
h
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巳
。
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開
③
俸

　
℃
』
郁
ヨ
琶
自
①
凸
ω
8
。
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①
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富
b
§
。
勘
絹
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9
轟
億
δ
命
p
｝
．

⑫
〉
巳
器
冨
霞
Φ
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Φ
美
並
9
凡
総
記
ミ
G
§
逡
§
勘
§
竃
8
冨
9
こ
8
卜
。
．

　
灼
P
＝
Φ
1
時
F

⑬
こ
う
し
た
画
～
的
な
論
調
に
つ
い
て
は
、
政
府
に
よ
る
言
論
統
制
の
可
能
性
を

　
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
保
守
系
の
『
ウ
イ
ニ
ペ
グ
・
フ
リ
ー
・
プ
レ
ス
』
紙

　
に
関
す
る
事
例
研
究
に
よ
れ
ば
、
そ
う
し
た
言
論
統
制
に
よ
る
影
響
は
、
史
料
的

　
に
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
即
採
。
こ
お
p
昌
p
戸
陶
愚
ミ
寒
N
恥
簿
軸
ミ
織
§
げ

　
し
口
N
睦
㌔
§
較
、
鳶
第
O
o
竃
＼
鳩
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ミ
ミ
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ミ
§
窮
昏
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鴨
隠
富
ミ
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寄
織
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N
捻
晒
N
も
偽
N
日
。
村
。
§
ρ
6
潔
噂
召
』
O
山
卜
⊃
．
ま
た
、
政
府
の
政
策
に
批
判
的
な
カ

ナ
ダ
防
衛
連
盟
の
運
動
に
対
し
て
、
政
府
に
よ
る
介
入
が
特
段
み
ら
れ
な
か
っ
た

点
か
ら
も
、
当
時
の
メ
デ
ィ
ア
に
お
け
る
論
調
は
む
し
ろ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
媒
体
の

　
編
集
者
の
見
解
を
代
弁
す
る
も
の
と
し
て
、
解
釈
す
べ
き
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

⑭
℃
鴛
団
弩
窪
韓
唄
U
の
σ
簿
Φ
。
。
噌
鎧
。
に
ω
Φ
。
団
O
o
ヨ
ヨ
8
ρ
さ
一
類
巴
潔
卜
。
、
℃
．
。
。
N
罫

⑮
ρ
磐
讐
ω
酔
①
ぎ
磐
儒
詩
編
詩
華
し
口
、
寒
§
ミ
。
ミ
器
恥
も
』
堅
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お
わ
り
に
　
　
徴
兵
制
論
争
の
帰
結
と
多
文
化
主
義

　
カ
ナ
ダ
に
と
っ
て
の
第
二
次
世
界
大
戦
は
長
ら
く
、
カ
ナ
ダ
が
一
丸
と
な
っ
て
戦
っ
た
「
よ
き
戦
争
（
ひ
Q
o
＆
≦
貫
）
」
と
し
て
語
ら
れ
て
き

た
。
歴
史
家
J
・
A
・
キ
ー
シ
ェ
ン
に
よ
れ
ば
、
第
二
次
世
界
大
戦
は
フ
ァ
シ
ズ
ム
に
対
す
る
自
由
と
民
主
主
義
の
防
衛
と
い
う
、
絶
対
的
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

大
義
と
結
び
つ
け
ら
れ
て
き
た
。
さ
ら
に
、
自
国
の
領
土
へ
の
直
接
侵
略
を
受
け
な
か
っ
た
カ
ナ
ダ
は
、
連
合
国
へ
の
物
的
支
援
を
通
じ
て
、

経
済
発
展
の
恩
恵
を
享
受
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
例
え
ば
、
軍
需
工
場
な
ど
へ
の
大
量
動
員
の
結
果
、
一
九
四
二
年
…
月
に
は
ハ
リ
フ
ァ
ク
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

で
失
業
保
険
申
請
が
な
く
な
る
な
ど
、
擬
似
的
な
「
完
全
雇
用
」
状
態
が
生
じ
る
に
至
っ
た
。
四
万
人
を
超
え
る
戦
死
者
と
引
き
換
え
に
し
て
、

カ
ナ
ダ
は
世
界
恐
慌
後
の
不
況
か
ら
脱
出
し
、
戦
時
物
資
の
輸
出
に
よ
る
好
景
気
を
経
験
し
た
。
こ
う
し
た
状
況
の
な
か
で
、
軍
へ
の
志
願
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

戦
時
国
債
の
購
入
に
よ
っ
て
喧
伝
さ
れ
た
愛
国
心
は
、
徴
兵
制
論
争
に
代
表
さ
れ
る
社
会
的
分
断
を
覆
い
隠
す
こ
と
に
寄
与
し
た
と
さ
れ
る
。

共
通
の
戦
争
体
験
に
基
づ
く
国
民
の
連
帯
の
維
持
は
、
イ
ギ
リ
ス
系
が
多
数
を
占
め
る
地
域
に
関
す
る
限
り
に
お
い
て
は
、
多
数
の
事
例
が
み

ら
れ
る
。

　
し
か
し
ケ
ベ
ッ
ク
で
は
、
二
つ
の
世
界
大
戦
に
お
け
る
軋
礫
の
経
験
が
、
そ
の
後
の
歴
史
の
展
開
を
規
定
し
続
け
て
き
た
。
ロ
ー
ラ
ン
ド
ー

は
　
九
六
二
年
に
出
版
し
た
回
想
録
に
お
い
て
、
第
二
次
世
界
大
戦
下
の
ケ
ベ
ッ
ク
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「
戦
争
の
問
、

多
く
の
ケ
ベ
ッ
ク
の
フ
ラ
ン
ス
系
カ
ナ
ダ
人
は
、
占
領
さ
れ
た
国
家
に
住
ん
で
い
る
と
い
う
感
覚
を
も
っ
て
い
た
。
占
領
者
は
イ
ギ
リ
ス
系
で

あ
り
、
彼
ら
は
我
々
の
ふ
る
ま
い
を
規
定
し
、
国
民
の
意
志
が
自
由
に
主
張
さ
れ
る
こ
と
を
妨
げ
る
存
在
だ
っ
た
。
我
々
の
政
治
家
は
、
対
労

協
力
者
（
O
O
一
一
鋤
σ
O
吋
鋤
け
一
〇
謬
⇒
一
ω
δ
Φ
ω
）
だ
っ
た
」
。
ロ
ー
ラ
ン
ド
ー
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
対
手
協
力
者
や
ユ
ダ
ヤ
人
の
比
喩
を
用
い
な
が
ら
、

ケ
ベ
ッ
ク
に
対
す
る
抑
圧
を
こ
う
総
括
す
る
。
「
ヒ
ト
ラ
ー
に
占
領
さ
れ
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
比
べ
れ
ば
、
そ
れ
は
穏
や
か
な
占
領
だ
っ
た
。
［
イ
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ギ
リ
ス
］
国
王
の
調
停
の
お
か
げ
で
、
く
び
き
は
我
慢
で
き
る
も
の
で
あ
り
続
け
た
。
我
々
が
危
険
に
さ
ら
し
た
の
は
我
々
の
自
由
だ
け
で
、

脅
威
は
こ
こ
で
も
ま
た
、
ほ
と
ん
ど
現
実
に
な
ら
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
脅
威
の
存
在
そ
の
も
の
こ
そ
、
人
の
生
活
を
毒
す
る
の
に
十
分

　
　
④

で
あ
る
」
。
こ
こ
で
皮
肉
な
調
子
を
こ
め
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
は
、
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
声
が
圧
殺
さ
れ
た
こ
と
に
対
す
る
落
胆
と
、
そ
れ
で

も
な
お
、
国
民
投
票
と
い
う
か
た
ち
で
、
民
主
主
義
的
な
意
志
決
定
が
保
証
さ
れ
た
こ
と
に
対
す
る
希
望
で
あ
る
。
さ
ら
に
ロ
ー
ラ
ン
ド
ー
は
、

こ
の
徴
兵
制
論
争
を
単
な
る
カ
ナ
ダ
の
国
内
対
立
で
は
な
く
、
あ
る
種
の
「
脱
植
民
地
化
（
9
8
δ
艮
ω
巴
8
）
」
の
試
み
と
し
て
雷
及
し
て
お
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

「
ア
フ
リ
カ
の
年
」
に
代
表
さ
れ
る
一
九
六
〇
年
代
の
政
治
状
況
の
影
響
が
確
認
で
き
る
。
雲
脚
ラ
ン
ド
ー
た
ち
に
と
っ
て
、
徴
兵
制
論
争
に

お
け
る
敗
北
の
経
験
は
、
自
分
た
ち
フ
ラ
ン
ス
系
が
お
か
れ
た
立
場
と
改
め
て
向
き
合
い
、
新
た
な
戦
略
を
模
索
す
る
転
機
と
な
っ
た
。
こ
こ

に
は
、
第
一
次
世
界
大
戦
時
の
ブ
ー
ラ
サ
の
事
例
と
異
な
り
、
イ
ギ
リ
ス
系
と
フ
ラ
ン
ス
系
の
対
立
構
造
を
強
調
す
る
だ
け
で
な
く
、
そ
の
構

造
を
前
提
と
し
た
上
で
、
そ
れ
を
乗
り
こ
え
る
建
設
的
な
議
論
の
回
路
を
担
保
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

　
第
一
次
・
第
二
次
世
界
大
戦
に
お
け
る
徴
兵
制
論
争
は
、
イ
ギ
リ
ス
帝
国
主
義
に
よ
る
国
民
統
合
の
圧
力
が
頂
点
に
達
し
た
瞬
間
で
あ
っ
た
。

そ
こ
で
は
、
現
在
の
多
文
化
主
義
の
思
想
と
は
対
照
的
に
、
フ
ラ
ン
ス
系
と
い
う
文
化
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
声
が
尊
重
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ

た
。
し
か
し
、
自
ら
の
声
が
徹
底
的
に
排
除
さ
れ
た
と
い
う
負
の
事
実
そ
の
も
の
に
よ
っ
て
、
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
で
あ
る
フ
ラ
ン
ス
系
は
改
め
て
、

マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
と
の
対
話
の
重
要
性
を
認
識
さ
せ
ら
れ
た
。
ロ
ー
ラ
ン
ド
ー
に
よ
る
二
言
語
・
一
　
文
化
主
義
に
関
す
る
王
立
委
員
会
へ
の
参
加
、

あ
る
い
は
、
後
年
の
首
相
ト
ル
ド
ー
に
よ
る
二
言
語
・
多
文
化
主
義
の
推
進
が
示
す
よ
う
に
、
ケ
ベ
ッ
ク
分
離
主
義
に
与
し
な
い
フ
ラ
ン
ス
系

知
識
人
は
、
連
邦
政
府
の
文
化
政
策
へ
の
積
極
的
な
参
画
、
す
な
わ
ち
非
フ
ラ
ン
ス
系
と
の
対
話
や
交
渉
を
通
し
て
、
フ
ラ
ン
ス
系
の
利
益
を

守
る
方
針
を
選
択
し
た
。
第
一
次
・
第
二
次
世
界
大
戦
期
の
カ
ナ
ダ
で
生
じ
た
徴
兵
制
論
争
は
、
帝
国
主
義
時
代
に
お
け
る
文
化
的
マ
イ
ノ
リ

テ
ィ
の
保
護
の
限
界
を
示
す
と
同
時
に
、
逆
説
的
な
か
た
ち
で
、
フ
ラ
ン
ス
系
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
主
導
に
よ
る
多
文
化
主
義
の
胎
動
を
も
た
ら

し
た
と
い
え
る
。
「
移
動
」
と
い
う
言
葉
を
用
い
て
換
言
す
れ
ば
、
カ
ナ
ダ
に
お
い
て
多
文
化
主
義
と
い
う
思
想
が
成
立
し
た
背
景
に
は
、
数

世
紀
に
わ
た
る
国
外
か
ら
の
移
民
（
す
な
わ
ち
、
長
期
的
な
人
口
の
「
移
動
」
）
、
お
よ
び
そ
の
結
果
と
し
て
の
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
の
多
様
性
が
前
提
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と
な
っ
て
、
戦
時
下
の
徴
兵
制
論
争
（
す
な
わ
ち
、
き
わ
め
て
短
期
的
な
人
口
の
門
移
動
」
）
、

な
役
割
を
果
た
し
た
、
と
結
論
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

①
｝
．
》
．
内
Φ
ω
冨
戸
貯
§
登
摯
一
謹
蚕
ミ
ミ
曽
ミ
発
寒
9
謡
額
§
、
恥
縛
§
ミ

　
§
、
ミ
き
き
く
雪
0
8
＜
2
b
8
鼻
魍
P
命

②
轡
い
．
Ω
N
磐
謎
け
Φ
ぎ
蝉
巳
U
Φ
ω
ヨ
。
巳
竃
。
耳
8
、
9
ミ
§
ミ
ミ
ミ
恥
ぎ
。

　
ミ
響
ミ
き
蚕
↓
0
8
簿
ρ
卜
。
O
O
Q
。
．
P
一
㊤
帥

③
円
。
ω
冨
p
p
毒

④
冨
鶏
Φ
邑
Φ
鐸
導
G
誌
題
§
、
黛
G
§
象
§
職
§
も
．
嵩
①
．

⑤
♂
ミ
も
P
。
。
φ
一
九
六
〇
年
代
に
は
、
イ
ギ
リ
ス
帝
国
の
衰
退
に
と
も
な
つ

　
て
、
伝
統
的
な
帰
属
意
識
の
変
容
を
迫
ら
れ
た
イ
ギ
リ
ス
系
の
間
で
も
、
戦
争
の

　
記
憶
の
読
み
替
え
が
進
行
し
た
。
そ
の
一
例
と
し
て
、
一
九
六
四
年
の
新
国
旗
制

　
定
論
争
に
際
し
て
は
、
首
相
ピ
ア
ソ
ン
が
、
自
ら
の
第
一
次
世
界
大
戦
の
従
軍
経

　
験
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
回
想
し
て
い
る
。
「
私
が
一
九
一
五
年
に
海
外
で
従

　
具
し
て
い
た
と
き
、
我
が
部
隊
の
戦
友
の
名
前
は
、
キ
ャ
メ
ロ
ン
（
0
9
。
日
興
。
賢
）
、

　
キ
ム
ラ
（
円
圃
ヨ
¢
鑓
）
、
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
（
両
ロ
α
q
房
ロ
）
、
ブ
ラ
イ
デ
ン
シ
ュ
タ
イ

　
ン
（
し
U
巨
α
①
口
鴇
①
ぎ
）
、
ド
ゥ
・
シ
ャ
パ
ン
（
∪
ω
0
ず
8
貯
）
、
オ
シ
ョ
ー
ネ
シ
ー

　
（
○
．
G
O
口
僧
＝
α
q
げ
①
訂
O
ω
ω
《
）
と
い
っ
た
も
の
で
し
た
。
我
々
は
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
系
力

お
よ
び
そ
こ
で
生
じ
た
社
会
的
分
断
の
記
憶
が
重
要

ナ
ダ
人
、
フ
ラ
ン
ス
系
カ
ナ
ダ
人
、
オ
ラ
ン
ダ
系
カ
ナ
ダ
人
、
あ
る
い
は
日
系
カ

ナ
ダ
人
と
し
て
整
列
し
た
り
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
我
々
は
同
じ
軍
脹
を
着
て
、
同

じ
メ
ー
プ
ル
リ
ー
フ
の
バ
ッ
ジ
を
付
け
て
い
ま
し
た
し
、
カ
ナ
ダ
人
で
あ
る
こ
と
、

カ
ナ
ダ
人
と
し
て
従
軍
す
る
こ
と
、
（
そ
し
て
も
し
避
け
ら
れ
な
い
の
な
ら
）
カ

ナ
ダ
人
と
し
て
死
ぬ
こ
と
に
誇
り
を
も
っ
て
い
ま
し
た
。
私
は
、
今
日
の
我
が
国

に
そ
う
し
た
団
結
と
『
連
帯
感
』
、
不
屈
さ
と
い
っ
た
精
神
を
も
っ
て
ほ
し
い
の

で
す
。
我
が
国
の
存
亡
が
か
か
っ
た
戦
争
で
カ
ナ
ダ
人
が
示
し
た
精
神
を
」
。

卜
轟
§
ミ
謎
．
思
案
｝
O
忠
、
や
薩
．
こ
こ
で
は
、
カ
ナ
ダ
人
兵
士
の
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ

の
多
様
性
を
通
し
て
、
来
た
る
べ
き
多
文
化
主
義
に
適
合
的
な
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム

の
言
説
が
生
ま
れ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
徴
兵
鋼
論
争
に
よ
る
軋
礫
な
ど
を
考
慮

す
れ
ば
、
文
化
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
を
調
和
的
に
包
摂
し
た
大
戦
の
表
象
は
、
歴
史

の
実
態
と
合
致
し
な
い
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
に
過
ぎ
な
い
。
し
か
し
こ
こ
で
注
目
す
べ

き
な
の
は
、
フ
ラ
ン
ス
系
に
よ
る
「
脱
植
民
地
化
」
と
軌
を
一
に
す
る
か
た
ち
で
、

イ
ギ
リ
ス
系
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
に
も
変
容
が
み
ら
れ
る
と
い
う
事
実
で
あ
る
。

（
筑
波
大
学
人
文
社
会
系
・
助
教
）
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Tributary　States　via　the　Guangzhou　Route”）　as　the　section　of　the　Emperor．

He　pointed　out　that　their　own　identity　as　Chinese　literati　was　threatened　by

Christian　proselytizing　that　accompanied　the　long－term　residence　of　the

foreigners　in　the　Canton　factory　after　the　Opium　War　（as　discussed　in

“Yesujiao　nanru　Zhongguo　shuo”），　and　if　their　own　identity　would　not　be

protected　due　to　the　lease　of　land　outside　the　factory，　and　the　English，　who

invited　military　conflicts　throughout　the　world　by　reason　of　trade　as　a

national　po｝icy　and　instigated　the　Opium　War　（as　discussed　in　“Lan　Lun

oushuo”），　would　eRter　the　city　of　GuaRgzhou，　that　might　cause　the　right

reason　for　the　existence　of　the　son　of　heaven，　as　a　figure　spreading　virtue

over　the　world，　to　be　shaken　（as　discussed　in　“Yuedao　gongguo　shuo”）　and　to

be　denied　by　the　literati　of　Guangzhou　（as　discussed　iR　“Heshenggtto　shuo”）．

　　Liang　Tingnan’s　perspective　was　nothing　other　than　to　iBdicate　that　the

spatial　movement　of　the　foreigners　in　the　Opium　War　and　the　succeeding

Arrow　War，　namely　the　movement　from　Macao　to　Guangzhou　（the　entry　of

foreign　consuls　into　the　city　of　Guangzhou），　from　Guangzhou　to　Beijing

（stationing　of　foreign　ambassadors　in　Beijlng），　and　from　Beijing　to　the　body

of　the　son　of　heaven　（imperial　audiences　with　foreign　ambassadors），　was　a

contlnuous　process　of　the　same　character：　plainly　speaking，　the　violation　of

“tribute”朝貢by“trade”互市，　which　meant　the　crisis　of　identity　of　the　son

of　heaven

　　　　　The　Conscription　Crises　in　Canada　during

　　　　　　　　the　First　and　Second　World　Wars：

The　Experience　of　Total　War　and　Cultural　Minorities

by

TSUDA　E［iroshi

　　Canada　is　known　as　the　first　country　to　officially　adopt　multiculturalism　as

its　national　policy．　This　essay　aims　to　explore　an　aspect　of　the　origin　of

Canadian　multiculturalism　by　tracing　the　debate　on　military　conscription

during　the　First　and　Second　World　Wars．

　　Canada　mobiljzed　630，000　soldiers　during　the　First　World　War　（out　of　the

total　population　of　8　million）　and　720，000　soldlers　during　the　Second　World
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War　（out　of　the　totai　popuiation　of　11．5　million）．　The　large　scale　of　the

mobilization　brought　about　confrontation　between　English　Canadians，　who

justified　the　defense　of　the　British　Empire　as　their　national　duty，　and　French

Canadians，　who　were　less　sympathetic　to　the　war　for　the　Britisk　cause．

Imperialistic　sentiment　at　its　height　divided　the　two　ethnic　groups　not　only

over　the　means　to　fight　a　total　war，　conscription　in　this　case，　but　also　over

the　bases　of　their　national　identities．　While　English　Canadians，　representing

the　overwheimiRg　rnajority　of　the　population，　identified　themselves　‘British’

as　well　as　‘Canadian’，　French　Canadians，　increasingly　becoming　ever　more　a

minority　among　diverse　ethnicities，　thought　they　should　be　exc｝usively

‘Canadian’　and　their　loyalty　should　be　to　Canada　itself　rather　than　the　British

Empire．

　　CaRada　entered　the　First　Worid　War　under　the　voluntary　recruitment

system．　As　the　war　effort　demanded　more　military　reinforcements，　the

Conservative　Prime　Minister　Robert　Borden　planned　the　introduction　of

conscriptioR．　ln　October　1917，　Borden　formed　the　Unionist　Party　with　the

Liberals　who　supported　conscription　and　left　the　party　led　by　anti－

conscriptionist　Wilfrid　Laurier．　Borden　exercised　his　authority　in　order　to

win　the　general　election　held　in　December　1917，　for　example，　promoting　the

Wartime　Elections　Act，　whieh　granted　voting　rights　to　the　fernale　relatives

of　serving　soldiers，　who　became　a　group　supporting　conscription，　and

disenfranchised　some　minority　groups　such　as　conscientious　objectors　and

‘enemy　aliensL　who　were　regarded　as　anti－conscriptionists．　The　election

ended　in　a　landslide　for　the　Unionist　government，　except　｝n　Quebec　where

French　‘nationalists’　like　Henri　Bourassa　were　strongly　opposed　to

conscription．　Bourassa　criticized　Borden’s　wartime　policy　in　Le　Devoir　and

his　articles　were　trans｝ated　into　English．　The　polarization　of　public　opinions

between　Quebec　and　the　other　provinces　caused　resentment　among

Quebecers．

　　At　the　outbreak　of　the　Second　World　War，　the　Liberal　Prime　Minister

William　Lyon　Mackenzie　King　re£used　re－introduction　of　conscription　to

avoid　confiict　with　French　CanadiaRs　in　Quebec．　But，　with　the　increasing

pressure　from　English　Canadians，　King　decided　to　call　a　national　plebiscite

in　August　1942　over　the　amendment　of　the　National　Resources　Mobilization

Act，　which　would　remove　the　restriction　on　compulsory　military　service

overseas．　ln　Quebec，　anti－conscriptionists　from　different　poiitical

backgrounds，　rnost　notably　a　leading　journalist　Andr6　Laurendeau，　formed

the　Ligue　pour　la　D6fense　du　Canada　and　campaigned　for　the　No’　side．
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Wkereas　the　national　result　was　64　percent　voting　in　favour　of　conscription，

Quebec　voted　73　perceRt　against　conscription．　Considering　the　clear

opposition　in　Quebec，　King　hesltated　to　introduce　conscription　for　overseas

service　as　late　as　November　1944．　The　defeat　based　on　the　force　of　numbers，

however，　left　an　indelible　mark　on　FreRch　Canadian　sensibilities．

　　Through　their　wartlme　experience，　French　CanadiaR　intellectuals　like

Laurendeau　aRd　future－prime－minister　Pierre　Trudeau　recognized　the　limit

of　their　position　as　cultural　minor；ties　and　the　need　for　negotiation　with　the

dominant　majority　group．　To　remedy　the　situation　and　to　express　the　voices

of　French　（aBd　eventually　other　non－ERglish）　Canadians，　LaureRdeau　became

the　do－chairman　of　the　Royal　CommissioR　on　BiliRgualism　and　Biculturalism

in　1963　and　Trudeau　enacted　the　1982　Constitutlon，　which　proclaims

multiculturalism　as　Canada’s　official　policy．　This　essay　concludes　that　the

oppression　of　cultural　minorities　during　tke　conscription　crises　was，　in　a

paradoxical　way，　a　turning　point　in　the　rise　of　CanadiaR　mu｝ticulturalism．

Characteristics　of　the　National　Brazil－bound　Emigration　Enterprises

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　in　Japan：

　　　　　The　Cases　of　Emigrants　from　Kumarnoto　and　Rokkaido

by

SAKAGUCHI　Mitsuhiro

　　The　national　policy　to　promote　the　emigratioR　enterprises　described

herein　was　composed　of　a　series　of　measures　advanced　by　the　Japanese

governmen£　to　eRcourage　migratioR　and　colonization　in　Brazil　during　the

period　from　1920s　to　1940s．　Those　measures　were　programs　such　as

assistance　to　defray　the　expenses　of　the　voyage　and　an　a｝lowance　for

outfitting　and　provisions．　The　seven　years　from　1928　to　1934　were　the　golden

age　of　Brazil－bound　migration，　and　the　number　of　emigrants　from　Japan

reached　more　than　90，000　in　total　during　the　period．　Focusing　on　the　poiRts

of　orlgin　for　those　moving　from　Japan　to　Brazil，　this　paper　will　discuss　two

major　subjects．

　　First，　using　the　data　obtained　from　the　boarding　lists　of　Brazi｝一bound

migrants伯刺西爾行移民名簿，　this　paper　analyzes　the　predominant　areas
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